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本書は、財 団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査 を実施 した、かっぱ遺跡 の調査

成果 をまとめたものです。

かっぱ遺跡は、山形県の北東端に位置す る最上郡最上町に所在 します。 この町は四方 を

奥羽山脈 ・神室 山地に囲まれた独立盆地で、中央部 を最上小国川が西流 しています。豊富

な森林資源 を利用 した林業も盛んです。

この度、平成12年 度山形県農林水産部の中山間地域総合整備事業(立 小路地 区)に伴い、

工事に先立ってかっぱ遺跡の発掘調査 を実施 しま した。

調査では、主に縄文時代後期の遺構 として竪穴住居、掘立柱建物、 さらに貯蔵穴 と考 え

られる土坑群が検 出されま した。ほかに配石遺構、旧河道 を利用 したゴミ棄て場な どもあ

り、これ らの集落を構成する要素が一つの遺跡か ら発見 された ことは、縄文時代の集落 を

考 える うえで貴重な資料 を得 ることができた といえます。また、出土 した石器 は縄文時代

の食料生産にかかわるものが多 くみ られました。石嫉は狩猟 に、石皿 ・磨石 ・凹石 は木の

実な どの加工に、石錘は漁労に と、当時のかっぱ遺跡周辺が 自然豊かであったことを示す

ものです。

埋蔵文化財 は、祖先 が長い歴史の中で創造 し、育んできた貴重な国民的財産 といえます。

この祖先の足跡を学び、子孫へ と伝えてい くことが、私たちの重要な責務 と考えます。そ

の意味で、本書が文化財保護活動の啓発 ・普及 ・学術研究 ・教育活動などの一助 となれば

幸いです。

最後にな りま したが、調査においてご協力いただいた関係各位に心から感謝 申し上げま

す。

平成15年3月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 木 村 宰
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本書は、中山間地域総合整備事業(立 小路地区)に 係る 「かっぱ遺跡」の発掘調査報告書である。

既刊の年報、調査説明資料などの内容に優先 し、本書をもって本報告 とする。

調査は山形県農林水産部の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財センターが実施 した。

調査要項は下記のとお りである。

遺 跡 名 かっぱ遺跡

遺 跡 番 号923

所 在 地 山形県最上郡最上町大字富沢字合羽
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平成14年4月1日 ～平成15年3月31日

現 地 調 査 平成12年5月8日 ～8月23日

調査担当者 調査第一課長

主任調査研究員

調 査 研 究 員

調 査 研 究 員
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黒 坂 雅 人

水戸部秀樹(調 査主任)

斉 藤 健
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宮 地 文 七

本書の作成、執筆は水戸部秀樹が、遺物写真撮影 ・レイアウ トは須賀井明子が担 当した。

委託業務は下記のとお りである。

航空写真測量 朝 日航洋株式会社

石器実測 ・図版編集 株式会社セビアス

出土遺物、調査記録類については、報告書作成終了後すみやかに山形県教育委員会に移管する。

発掘調査および本書を作成するにあた り、下記の方々からご協力、ご助言をいただいた。(順不同、敬称略)

山形県農林水産部、山形県教育庁社会教育課文化財保護室、最上教育事務所、最上町教育委員会、

安孫子昭二、新井達哉、荒川隆史、安斎正人、石井寛、石川 日出志、長 田友也、北野博司、木下哲夫、

小林達雄、佐川正敏、佐藤宏之、鈴木健太郎、海藤直行、高橋龍三郎、滝沢規朗、竹 田純子、

巽淳一郎、田中耕作、土肥孝、富樫秀之、冨樫泰時、長澤正機、秦昭繁、本間宏、宮尾亨、

宮本長二郎、武藤康弘、渡邊裕之
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本書で使用 した遺構 ・遺物の分類記号は下記のとお りである。

ST… 竪穴住居SB… 掘立柱建物SK… 土坑

SP… 柱穴 ・ピットSG… 旧河道SX… そのほかの遺構 ・性格不明遺構

EL… 炉跡EU… 埋設土・器遺構1

遺構番号は、現地調査段階での番号をそのまま報告書での番号 として踏襲 した。

遺構図に付す座標値は、平面直角座標系第X系(日 本測地系)に よ り、高 さは海抜高で表す。

本文中の遺物番号は、遺物実測図 ・写真図版 とも共通のものとした。

基本層序および遺構覆土の色調記載にっいては、1997年 版農林水産省農林水産技術会議事務局監修の 「新

版基準土色帖」に拠った。
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1調 査 の経緯

1 調査の経緯

1調 査に至る経過

飯豊山系の山々の沢水を集 めた最上川は、山形県内を縦貫するよ うに置賜地方、村山地方、

最上地方を蛇行 しなが ら北流 し、各地方に肥沃な土地を形成 している。また、最上川は最上地

方の新庄市南西部で急激に西流 し、最上峡を抜けて、庄内地方に広大な沖積平野を形成 し、 日

本海に流れる。

本遺跡が所在する山形県最上郡最上町大字富沢字合羽は、最上地方の北東部、最上町域の中

心となる向町盆地を西流す る小国川の右岸に位置 し、小国川には神室山系の急峻な山々から、

鳥出川や、絹出川等の清流が注ぎ込んでいる。 これ ら中 ・小河川が注ぎ込む急峻な谷間には肥

沃な土壌を作 り、小区画の水田が営まれている。

昭和50年 代になると中心となる向町盆地の小国川周辺の河岸殻丘には、水田経営の効率化か

ら水 田を広げ、収益を高めるためのほ場整備計画が進められた。 このことによ り、最上町管内 ほ場整備計画

の遺跡分布調査が実施 され41ヵ 所の遺跡が確認 され、ほ場整備事業にかかわり水木田遺跡や、

水上遺跡、熊ノ前遺跡などが調査 された。その後平成10年 代になると、小国川に注ぎ込まれる

中 ・小河川の小区画の水 田にもほ場整備計画が策定され、山形県農林水産部では、平成11年 度

に中山間地域総合整備事業として、遺跡が所在する当地域に同事業の整備計画を(立小路地区)

として計画 し、計画地域内の遺跡詳細分布調査 を県教育委員会に依頼 した。 これを受けた教育

委員会文化財課では、平成11年10月5・6日 に事業区域内に試掘 トレンチを設定 し、遺跡の内

容や、文化層までの深度や広が りな どを確認 し、事業実施での文化財の保護協議 を申し入れた。

協議では事業での保護が困難 な削平計画であり、記録での保護が求められたことによって調査

が計画され、財団法人山形県埋蔵文化財センターに調査の依頼がなされたものである。

調査が開始 されるまでには、平成12年4月7日 に事業実施事務所である最上土地改良事務所

において、事業計画の再聴取を行い、先に報告 していた調査面積や、調査経費などの確認 と、

調査期間、残土置き場、調査事務所設置箇所、仮の水路の切 り回しなどを打ち合わせた。調査

は当初計画で5月8日 から8月8日 までの延べ97日 間の予定で進めることとし、事前の調査打

ち合わせ会を4.月26日 に地元の立小路公民館で開催 した。そこでは事前に調整 された調査計画

や、出土遺物の予測を約300箱 とし、事業範囲内は事後転作との計画が打ち合わ され、県教育

委員会、最上町教育委員会、最上町農林課、土地改良事務所、地元地権者代表 との共通理解が

得 られ、5月8日 か ら調査が進められた。

2調 査 の 経 緯

調査開始後、6月 初めには表土の除去が進み、遺跡の内容が明らかになると、遺構 ・遺物の

出土が予測を上回ることが確認 されたため、調査計画の見直 しが必要 となった。このことから、

県教育委員会に調査状況 と今後の調査計画にっいて報告 し、県農林部 との調整を依頼 した。そ

1



1調 査の経緯

の結果、調査経費は当初 どお りとしながらも内訳内部の操作で次年度に一部を振 り分けること

や、調査員の増員、作業員の増員な どで対処することで了解が得られた。 しか し、6.月 後半に

なると、さらに、遺構 ・遺物の出土量が増大することが判明し、予定の8月8日 までに終了す

る調査 日程が難 しい状況 となった。そ こで、事業実施工程に合わせ調査終了部分を引渡 し、終

了 日を8月23日 とす ることで了解 を受けた。調査は変更 日程で進 められ、終了までに至った。

参 加者400人 平成12年7 .月20日には現地で参加者400人 を集 めた調査説明会が行われた。

3調 査 の 方 法

調査区の表土お よび旧耕土を重機により取 り除き、グリッドを設定 した。グリッドの縦軸は

座標北で西に22度22分26秒 振る方角に設定した。グ リッ ドの間隔は2m四 方とした。 グリッド

の名称 とした数字は、左から右へ大きくなる数字 と下か ら上へ大きくなる数字を、それぞれグ

リッ ドの横軸 と縦軸に沿わせた。その数字の組合せを、縦軸 と横軸の交点の第1象 眼となる2

m方 眼のグ リッド名 とした。

表土、および旧耕土を除去中にも良好な状態で遺物を確認す ることがあ り、特に調査区の西

半部は旧耕土中でも大きな撹乱はなかったものと推測された。

その後、遺構検出、遺構精査、そ して遺構断面図 ・遺構平面図の作成、遺構断面 ・遺構の完

掘状況 ・遺物出土状況の写真撮影な どの記録作業を進 めた。そして、三度に分けてラジコンヘ

リを用いた空中写真撮影を行った。遺物の出土地点の記録については、遺構か ら出土したもの

は遺構 とグ リッドと層位 によ り、遺構外から出土したものはグ リッ ドと層位 によった。

2
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ll 遺跡の立地と環境

1地 理 的 環 境
かっぱ

かっぱ遺跡は、山形県最上郡最上町大字富沢字合羽(北 緯38度44分55秒 、東経140度32分57

秒)に 位置する。遺跡のある最上町は山形県の北東端にあた り、宮城県と秋田県に接 し、地域
むかいまち

的には最上地方 に含まれ る。最上町には平地として向町 盆地(別 名最上盆地 ・小国盆地)が

存 してお り、盆地中央を最上川支流の小国川が西流する。最上町内の遺跡はすべて向町盆地内

に位置してお り、小国川水系に属す ることになる。

向町盆地は、平地で見ると東西幅約11km、南北幅約1～8kmの 奥羽 山脈中の小盆地であるが、
おに こうべ

東隣の鳴子や鬼首と同様にカルデラとして生成 した と考えられてお り、外輪は直径約10km超 を

測 り、噴火の時期は約70万 年前 と推定されている(向 町カルデラの噴出物の多くは新庄 ・尾花

沢盆地に広 く分布する)。 盆地の四囲は、800～1,300m級 の急峻な奥羽 山脈 ・神室山地に囲ま

れてお り、カルデラ内の大部分は、裏 山と称 される緩やかな丘陵地で占められている。丘陵地

形は陥没 した凹地に周囲から急激に供給された土石流により埋められ、その間に鬼首カルデラ

の噴出物が堆積 し、その後の浸食作用により、300～400mの なだ らかな丘陵地形 を形成す るに

至ったと考えられている。

盆地を貫流する小国川は、流路延長約49kmの 最上川の支流で、最上町の南東端の標高785m

の無名峰に源を発する。上流部は急激な下刻作用で深い峡谷を穿って曲流が著しく、幾つかの

段丘を形成す る。盆地谷 口付近の赤倉温泉(標 高250m)ま で流下 した小国川 は、次第に川幅

を広げ、谷底を浅くして、盆地東端を南東から北西方向に緩やかに流れるが、向町までの区間
と りで き ぬ で

では、北東から南西方向に向かってほぼ並行 して三つの支流(明 神川 ・鳥出川 ・絹出川)が 直
しら

交する。絹出川合流後は流れ を西方向に変え、右岸 に白川 ・大横川、左岸に満沢川 ・杉ノ入

沢川などを肋骨状に合わせ、盆地南部の丘陵地帯を浸食 しなが ら7km程 直進す る。小国川は盆

地(盆 地底標高150m)を 抜 けると南西方向に流路を変えて、奥羽山脈の西端に深い峡谷を穿っ

て横切 り、舟形町長者原で最上川に合流する。

盆地内の平地は、殻丘 と谷底平野から構成 される。特に小国川右岸や北部の支流沿いには平

坦な低位段丘が発達 している。低位段丘は白川など支流が形成 した扇状地が開析 されたものと

して、広く分布 している。盆地北部には中位 ・高位段丘 も認 められ るが、これ らは丘陵の山脚

の尖端に細長 く突き出す形で分布す るのみである。また盆地南部には起伏が大きく開析の進ん

だ台地(火 砕流台地)が 展開 している。

かっぱ遺跡は、小国川支流鳥出川右岸の山裾から河成段丘(低 位段丘)に かけて営まれた遺

跡である。鳥出川 によって開削 された谷は狭 く、幅は約150mほ どで、山間低地としての立地

条件にある。遺跡は合流点から2.4kmほ ど湖った地点にあ り、鳥出川か ら北西へ約100mの 距離、

現河床 との比高差は約5mを 測る。

小国川は最上川水系を代表する清流であり、サケ、マス、ハヤ、アユ、カジカな ど豊富な水

「第2図 向町

盆地東部 の地形

分 類 図 」 参 照

最 上 地 方

向 町 盆 地

向 町 カ ル デ ラ

小 国 川

鳥 出 川
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II遺 跡 の立地 と環境

産資源 に恵まれている。今 日においては渓流釣 りが盛んな河川 となっているが、縄文時代にお

いても当然これ らの資源が重要な食料源 となっていたものと推定 され る。
おうこく さかいだこえ

盆地東端の明神川に沿って湖 ると、奥羽山脈 を横切る標高350mの 横谷(境 田越)に 至 る。 境 田 越

勾配が緩く、古くか ら宮城県方面 との交通の要衝 となってきたが、現在は国道47号 線 とJR陸

羽東線が並走 している。 しか し東方の標高が低いため、東(太 平洋側)か らの気流が比較的流

入 しやすく、夏季にオホーツク高気圧が発達 した場合には、ヤマセ と呼ばれる冷涼気団が流れ

込み、冷害を引き起こしやすい環境にある。また冬季の積雪が多 く日照時間は少な く、融雪時

期が遅い地域でもある。

2周 辺 の 遺 跡

かっぱ遺跡が位置する向町盆地内には、現在52ヵ 所の遺跡が周知 されている。時代別でみる

と、旧石器時代末期1ヵ 所、縄文時代34ヵ 所、弥生時代1ヵ 所、平安時代3ヵ 所、中世16ヵ 所

で、中世は全て城館跡である(複 数時期にわたる遺跡については、それぞれに組み入れて遺跡

数をカウン トした)。

最上町の遺跡の分布調査は1962年 頃に初めて実施された。文化財保護委員会(当 時)の 全国

規模の遺跡台帳作成の要請によるもので、最上町内では縄文時代の遺跡が18ヵ 所登録 された。

更に1972年 さあべい同人会による分布調査が実施 され、新たに遺跡が追加 された。かっぱ遺跡

については報告の中では触れ られなかったが、分布図の中で図示 されてお り、遺跡の初出例と

して特記されるものであろ う。1974年 県教委の要請によ り、長沢正機 ・本間敬義氏を中心に最

上町内の「埋蔵文化財包蔵地調査カー ド」が作成 され、それ らに基づき『山形県遺跡地図』(1978

年)が 刊行 された。今 日における調査 ・研究の典拠 となるものであるが、この調査で最上町内

には41ヵ 所の遺跡が登録 され、縄文時代は30ヵ 所にのぼっている。かっぱ遺跡は「遺跡番号923」

として登録 されてお り、時期は大木8式 と新地式の遺跡 と記されている。

向町盆地内で最も古い人類の痕跡は、月楯地内で採集 された細石刃核である。1960年 頃に月

楯在住の中学生によって採集 されたもので、同地内には水木田遺跡(28)な どが所在す るが、

出土地点を特定するには至ってお らず、遺跡 としては未詳である。 旧石器時代末期に位置づけ

られ るもので、縄文時代以前はこの1例 のみである。多数の遺跡が確認 されている隣接地域(新

庄盆地 ・宮城県北部)の 在 り方に比すると、旧石器日寺代遺跡の僅少 さは、カルデラに由来する

向町盆地の成因に関係 しているとも考えられる。

縄文時代の遺跡は、小国川右岸や支流沿いの河成段丘 ・山裾に多 く分布 している。時期が判

別 している遺跡は、早期1ヵ 所、前期5ヵ 所、中期12ヵ 所、後期14ヵ 所、晩期11ヵ 所で、中期

以降に遺跡数の増加 と遺跡規模の大型化が認められる。

主な支流域で遺跡をみていくと、明神川沿いには中～晩期の狐塚遺跡(43)と 中期の長原遺

跡(44)が 存す る。前者は分布範囲が広く約50,㎜ ㎡に及んでお り、後者は細 化され遺跡の

規模は不明である。

かっぱ遺跡が位置する鳥出川沿いでは、上流部に油子沢遺跡(25)や 中首遺跡(32)、 米入

遺跡(33)が 存する。いずれも後 ・晩期の遺跡で、特に油子沢遺跡は発達 した舌状台地の先端

部にあって、水 田化に際し後 ・晩期の遺物が多数 出土 したとされている。またかっぱ遺跡の北

「第3図 遺 跡

位 置 図 」 参 照

さいせきじんかく
細 石 刃 核

*遺 跡名 の後の

括 弧 内 数 字 は
「第3図 遺 跡

位 置 図 」 の 番

号に対応す る。

明 神 川

鳥 出 川
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絹 出 川

白 川

大 横 川

小国川本流域

水 木 田 遺 跡

東に隣接する大沢 口遺跡(42)も 後期中葉の遺跡であ り、かっぱ遺跡 と一体の遺跡であった と

推察 され る。
みずかみ

絹出川沿いには、一本杉北遺跡(6)、 材木遺跡(11)、 水上遺跡(23)な どが存す る。材木

遺跡は、1973年 町教委 によって トレンチ主体の発掘調査が実施 された。調査では晩期大洞BC

～A'式 の土器や土偶な どの土製品、石嫉な どの石器が多数出土 し、地床炉の痕跡 も認められ

てお り、晩期全般にわたる有力遺跡であったことが判明 している。水上遺跡は、1976年 と1980

年の2度 にわたって県教委によって発掘調査が実施 された。調査では中期の竪穴住居跡1棟 、

後期前葉の竪穴住居跡12棟 が検出され、そのほかに前期大木6式 や晩期大洞BC～C2式 の土

器が出土した。山形県内では数少ない後期前葉主体の遺跡 として注 目されるが、竪穴住居跡は

不整楕円形 ・方形プランを呈してお り、円形プランを主体 とす るかっぱ遺跡とは対照的な在 り

方を示 している。

白川沿いには、げんだい遺跡(13)が 存する。げんだい遺跡は、1987年 県教委によって発掘

調査が実施 された。調査では中期 と晩期の埋設土器群が検出され、後期後葉～大洞A2式 まで

の連綿 とした生活の痕跡が認められた。

大横川沿いには、狐穴 口遺跡(8)、 高すず遺跡(7)が 存する。二つの遺跡は小 さな谷川

で遮 られているが、本来は一体の遺跡 と捉 えるべきであろう。晩期大洞BC～C2式 の土器や

石棒、石皿な どが採集 されている。

小国川本流域でみると、上流域では狭小な段丘上に荒沢遺跡(55)、 へそ岩遺跡(56)、 菅の

平遺跡(57)が 存す る。いずれ も後 ・晩期の遺跡であるが、後二者では比較的多 くの遺物が採

集 されてお り、規模はいずれも5,㎜ ㎡と推定 されている。更に上流には屋敷平遺跡(58)が

存するが、早期の可能性が指摘 されている。

盆地中央の小国川右岸の河成段丘には熊の前遺跡(30)と 水木田遺跡(28)、 白川 との合流

点付近には宮の下遺跡(20)と 森の越遺跡(21)、 小国川左岸の杉ノ入沢川 との合流点には楯

の裏遺跡(35)が 存する。

熊ノ前遺跡(30)は1977年 県教委によって発掘調査が実施 された。調査では中期大木7b～

8a式 の竪穴住居跡3棟 が検出されてお り、西方1.5kmに 位置す る水木田遺跡 とは時期的に並

行の関係にある。水木田遺跡(28)は1978年 県教委による発掘調査が実施 された。調査では竪

穴住居跡8棟 や土器捨場が検出され、大木7b～8a式 の完形土器 が多量に出土 した。遺物の

散布範囲は90,㎜ ㎡に及んでお り、向町盆地では最大規模の集落跡であったことが判明 してい

る。宮の下遺跡(20)は1985年 県教委によって発掘調査が実施 された。調査では後期中葉の竪

穴住居跡4棟 と溝状遺構が検出され、かっぱ遺跡 とは時期的に並行の関係にある。楯の裏遺跡

(35)は1985年 町教委 によって発掘調査が実施 された。調査では後期前葉の土器 と住居跡 と思

われる遺構が検出された。

遺跡分布 を時期別にみると、中期では盆地中央の水木田遺跡 を中心 として、各支流域への遺

跡の分散が認められ る。後期では遺跡の分布が小国川右岸にほぼ限られるよ うにな り、鳥出川 ・

絹出川 ・白川流域に遺跡が集中する。特に後期中葉には鳥出川沿いのかっぱ遺跡(41)、 絹出

川沿いの水上遺跡(23)、 白川沿いの宮の下遺跡(20)と いった有力遺跡が併存してお り、狭

小な盆地なが ら8遺 跡 を数えることができる。晩期になると盆地中央の小国川右岸の河成段丘
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げ ん だ い遺 跡

か らは遺跡が姿を消し、合流点か ら2～3km湖 った鳥出川 ・絹出川 ・白川 ・大横川沿いの河成

段丘上に有力遺跡の規則的な配置が認 められる。即ち鳥出川には油子沢遺跡(25)、 絹出川沿

いには材木遺跡(11)と 水上遺跡(23)、 白川沿いにはげんだい遺跡(13)、 大横川沿いには狐

穴口遺跡(8)と 高すず遺跡(7)で あるが、少なくとも大洞BC～C2式 までは併存形態が

存 していたと推定 される。それぞれの河川沿いに生活領域が形成されていたのか、資源の消費

を適正規模に押 さえるための移動の結果であったのかは判然 としないが、興味深い遺跡分布の

在 り方である。

弥生時代では、げんだい遺跡(13)で 弥生時代前期の甕や鉢の小片が報告されている。細片

のみで詳細は判然 としないが、報告の通 りとすれば向町盆地では唯一の資料であり、継続期間

の長い遺跡であったと想定 され る。なお報告書の中で弥生土器 として報告された完形の甕 と蓋

形土器については大洞C2～A式 に帰属す るものであ り、訂正 を要する。また立小路地内から

は弥生時代と推定 される石鍬が採集 されている。

上記のように、狭小な盆地ではあるが縄文時代の中期か ら晩期にかけては多 くの遺跡が知 ら

れている。向町盆地が繁栄を極めた背景には、小国川の水産資源 と背後に讐える山々の資源に

恵まれていた点が挙げられるが、宮城県方面 との中継地点 としての役割 も無視できない要因で

あったと思われる。 しか し弥生時代から平安時代までは遺跡が途切れているのは、当該域が冷

害の影響を受けやすい地理的条件により水稲耕作などの新たな生業形態には適さなかったため

と推察 される。

8



皿 遺跡 の概要

皿 遺跡の概要

1基 本 層 序

調査区の西半部は隣接す る山の裾部分である。調査前の現状が畑地とい うこともあり、大き

な削平を受けず遺物包含層 ・遺構 とも遺存状態は良好だった。ただしその西半部でも北端部と

南端部は遺物 ・遺構 とも確認できたのはわずかであった。つま り、北端 ・南端の遺構 ・遺物の

希薄な部分が遺跡の範囲を示 しているもの と考 えられる。また、西半部の南側の調査区外は大 遺 跡 の 範 囲

きく削平されてお り水田になっている。

東半部も本来は鳥出川に向かいなだらかに傾斜する山裾であったはずだが、現状は水 田であ

り、すでに一度削平を受けている状態であった。 ここには南流する旧河道SG21が 存在 してお

り、多くの遺物を出土 した。基本層序はこの旧河道SG21の 北端 と南端を含む調査区壁面(第

14図 旧河道SG21断 面図b-b'お よび第19図 旧河道SG21断 面図h-h')で 確認

した。

調査区は遺跡の範囲を確認 しながら一部拡張したが、東半部の北側 ・東側 ・南側 ともやは り

削平を受けている状態であ り、遺構 ・遺物 ともほとんど確認できなかった。

地山の状態は遺構のない69-58グ リッ ド部分に トレンチを設定 して確認 した(第13図 旧河

道SG21基 本層序)。 断面図によると西側に向かいなだ らかに傾斜 している状況が確認でき

る。第四紀更新世から完新世の半固結堆積物、一刎層にあたる(山 野井1998)。 この トレンチ

から遺物の出土はない。

2遺 構と遺物の分布

遺構は調査区西半部で竪穴住居、掘立柱建物、土坑、ピッ トなどが多く確認 された。調査前

の現状が畑地で遺存状態が良い部分にあたる。遺物も遺物包含層から相当量出土 した。遺構か

らの出土は少ないが、竪穴住居ST3・4な どの遺存状態の良い遺構か らは比較的多 く出土 し

ている。

調査区東半部は、その面積の半分ほどが旧河道SG21に あたる。掲載 した遺物総数964点 中572

点がこの遺構から出土 したものである。旧河道SG21の 埋没前および埋没過程で廃棄 されたと

考えられる出土状態のものと、埋没後に掘 り込まれた遺構内か ら出土した と考えられるものが

ある。ただ し、埋没後に掘 り込まれた遺構を認識するのは、土色などの差異が不明瞭なため困

難であ り、旧河道SG21上 で遺構を検出することは、一部を除いて行わなかった。

調査区全体で倒木痕 と考 えられる遺構が多 く確認された。遺物包含層中の遺物を多 く含んで

いるため、調査の対象にしたが、記録な どは掲載 しない。削平を受け、遺物包含層が確認でき

なかった地点において も、倒木痕の中か らは黒色シル トと遺物を確認することができた。削平

を受けなければ、さらに多くの遺構 ・遺物が存在 したことを裏付けるものである。

572/964
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検出した遺構は数知れないがその中でも重要なものを報告す る。文章中で遺構の時期を表す

目安 として、次章で示 した土器分類を用いて記述 している。詳 しくは次章を参照 されたい。

床面のV群 土器

東側に入ロ施設

1 竪 穴 住 居

確認できた竪穴住居 はST2・3・4・7・9・19・1004の7棟 である。遺構実測図では、

ほかにも壁柱穴のみが円形に残 る竪穴住居が多 く見受けられ る。おそ らくこれ らも掘 り込みの

浅い竪穴住居の残存部なのであろうが、遺存状態が悪く、詳細な調査はできなかった。

ST2(第20図)掘 り込みは浅く深いところでも15cm程 度だが、明確に円形のプランが確認

された。規模は直径3.9m。 主柱穴は明確 ではないが、可能性のあるものをエ レベーシ ョン図

に示 した。土器埋設炉EL266を 有す る。埋設 された土器1は 深鉢の底部のみの資料である。

ほかの出土遺物は覆土か らのものであるが、V群 とした加曽利B2式 併行期の土器2が 最新で

ある。

ST3(第21図)遺 存状況の良好な円形の竪穴住居で、深 さは50cmを 測る。規模は直径4.8

m。 中央に地床炉EL212を 有する。 この地床炉を挟 んだ位置 に柱穴が認 められる。覆土内か

らは多 くの遺物が出土 したが、V群 の遺物が最も新 しく、主体 を占める。

ST4(第22・23図)第22図 には床面での検出状況 を図示 した。直径6.6mの 遺存状況の良

好な円形の竪穴住居で、深 さは60cmを 測 る。中央に地床炉EL311を もつ。地床炉の周囲には

炭が分布する。貼床は黄褐色粘質土で厚 さ10～25mm、 床面全面に認められ る。床面から出土 し

た土器15・16はV群 である。覆土内出土の土器もV群 主体である。

第23図 には貼床を除去 した掘方の完掘状況を図示 した。入 口が東側に設けられている。住居

の北半部は壁柱穴が二重に巡ることから、一度拡張を行ったと考えられ る。断面d-d'とe

-e'に 主柱穴 と入 口施設の柱穴のエ レベーション図を示 した。e-e'の 柱穴は規模が小 さ

い。柱穴SP290か らはIV群 の鉢18が 、入 口施設の柱穴SP430か らはV群 の深鉢17が 出土 した。

ST7(第24図)旧 河道SG21の 西岸で検出した。SG21埋 没後に構築された住居である。

円形を呈し、残存部は浅い。規模は3.5mで ある。地床炉EL8を もつ。床面からV群 の深鉢32

が出土した。断面図では壁柱穴は見 られ るが、主柱穴は判然 としない。

ST9(第25図)残 存部は浅 く、円形 を呈する。直径は4.2mを 測る。中央部 を土坑に切 ら

れてお り、炉跡は確認 されなかった。主柱穴はSP296・298・675と 断面b-b'に 見 られる19

～22層 であると考えられる。壁柱穴も認められる。

覆土からは、図示 していないがV群 の48に 類似 した連続す る弧線文を施す土器片が出土 して

いる。

ST19(第26図)同 じく遺存状態が良くない円形の住居。北西側にわずかに掘 り込みが残る

のみである。主柱穴の可能性を持つものをエ レベーシ ョン図に示 したが、判然 としない。炉跡

も確認 されない。遺物はIV群 の土器33の ほかに図示 していないV群 の土器片がある。
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ST1004(第27図)削 平 に よ り西 半 部 を失 っ た 竪 穴 住 居 。 プ ラ ン は 方 形 と見 られ る が 、 明 瞭

で な い 。中央 部 に 地 床 炉EL649が あ る。断 面b-b'の 住 居 の 掘 方 と考 え られ る4層 か らは819

～826を 始 め とす る69点 の 剥 片 が 一 括 して 出 土 した。土・器 はV群 の34な ど が覆 土 か ら出 土 した 。 埋納 された剥片

2地 床 炉(eg28・2g図)

EL6・22・29・31・34・534・535・536・579・584・588・613の 単 独 で 検 出 した 地 床 炉 を

ま とめ た 。 周 囲 で は 住 居 を確 認 で き な か っ た。 ま た 屋 外 炉 の 可 能 性 も あ る。EL6は 大 型 の 地

床 炉 で あ る。4層 は 炉 以 前 の 土 坑 。 隣 接 す る配 石 遺 構SX36は 拳 大 の 石 を並 べ た もの で あ る。

互 い の 関 連 性 に つ い て は不 明 で あ る。 ほ か の地 床 炉 につ い て も規 模 は さ ま ざ ま で あ る が 、 周 囲

が 強 く熱 を受 け 赤 化 して い る も の で あ る。

3埋 設 土 器 遺 構(2g図)

EU27とEU509の2基 を検出 した。いずれもピッ トに土器 を正位 に埋設 したものと考え ら

れるが、土・器37・38と も大きく欠損 しているため時期的な特徴はっかめない。

4立 石 遺 構(29図)

SP336とSP482の2基 を検出した。ピットに棒状の石を埋設 し立てたものである。石 自体

に加工は施 されないが、石棒 としての性格を持つもの と考 えられる。SP482か らはV群 の土

器48が 出土 している。

5掘 立 柱 建 物

検 出 した7棟 は 、 い ず れ も6基 の 柱 穴 を六 角 形 に配 置 す る。 柱 穴 は ほか に も多 数 検 出 して お 明 確 な 柱 痕 跡

り、棟 数 は さ らに 多 い はず だ が 、実 際 に 組 む こ とが で き た の は こ こ に記 載 す る もの だ け で あ る。

柱 穴 底 面 の 柱 が 載 っ た 部 分 は 白色 粘 土 化 して お り、 明 確 に 柱 位 置 を 確 認 で き る も の が 多 か っ

た。 柱 問 は桁 行 ・梁 行 と もに す べ て 一 問 で あ る。 建 物 内部 の 施 設 ・構 造 に 関す る遺 構 は検 出 さ

れ な か った 。

SB1006・1008を 構 成 す る柱 穴 は 、 ほ か の掘 立 柱 建 物 の柱 穴 に比 べ 明 ら か に 小 さい 。 柱 間 は

や や 短 い が 、 大 き な 違 い で は な い。 建 物 の 重 量 が 柱 の太 さな どに影 響 す る とす れ ば 、 建 物 の 高

さ、 あ るい は構 造 が 複 数 タ イ プ 存 在 した も の と考 え られ る 。

SB15(第30・31図)柱 穴SP128・214・142・201・203・211か ら成 る。 柱 問 は桁 行4.1m、

梁 行3.8m、 棟 持 柱1)ど う しで6.6mで あ る。 建 物 の 方 位 は 北 で 西 に70度50分14秒 振 れ る。 柱 穴

底 面 の 高 さ は 一 定 で は な い 。 柱 痕 跡 の径 は25～35cmで あ る。SP203か らIV群 の 土器39が 出 土

して い る。SP202・214で は 柱 の抜 取 が 認 め られ る。SP198・206・143・202は 建 物 を構 成 で

き な か った 柱 穴 で あ る。

SB16(第32図)柱 穴SP167・164・112・113・330・671か ら 成 る。 柱 問 は 桁 行3.7m、 梁

行3.3m、 棟 持 柱 で5.5mで あ る。 方 位 は 北 で西 に72度37分15秒 振 れ る。 柱 穴 底 面 の 高 さは 一 定

で は な い 。柱 痕 跡 の 径 は15～25cmで あ る。SP112か らIV群 の 土器40が 出 土 して い る。SP108・

204は 柱 位 置 がSB16と は合 わ ず 、 建 物 を構 成 で き な か った 柱 穴 で あ る。
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SB17(33図)柱 穴SP179・180・171・104・406・199か ら成 る。 柱 間 は 桁 行3.8m、 梁 行

4m、 棟 持 柱 間 で6.6mで あ る。 方 位 は 北 で 西 にan度44分31秒 振 れ る。 柱 穴 底 面 の 高 さ は 一 定

で は な い 。 柱 痕 跡 の 径 は10～30cmで あ る。SP199か ら注 口 土器 の 注 口部41が 出 土 す る が 、 時

期 的 な特 徴 に 欠 け る。

SB18(第3`1図)柱 穴SP151・307・149・148・672・360か ら成 る。 柱 問 は 桁 行4.1m、 梁

行4.2m、 棟 持 柱 問 で7mで あ る。 方 位 は 北 で東 に54度57分49秒 振 れ る。 柱 穴 底 面 の 高 さは ほ

ぼ 一 定 で あ る。SP672で は 白色 粘 土化 した 柱 痕 跡 が2ヵ 所 確 認 され た。柱 を付 け替 え た の か 、

あ る い は別 の 建 物 の柱 穴 で あ ろ うか 。 柱 痕 跡 の径 は20～35cmで あ る。 時期 的 な 特 徴 を 表 す 遺 物

は 出 土 して い な い。

SB1006(第35図)柱 穴SP663・658・659・660・661・662か ら成 る。 柱 問 は 桁 行3.5m、

梁 行3.1m、 棟 持 柱 問 で4.6mで あ る。 方 位 は 北 で西 に70度29分15秒 振 れ る。 柱 穴 底 面 の 高 さ は

棟 持 柱 が ほ か に比 して 低 い 。 時 期 的 な特 徴 を表 す 遺 物 は 出 土 して い な い。

SBIOσ7(第35図)柱 穴SP624・551・561・580・642・318か ら成 る。 柱 問 は 桁 行2.8m、

梁 行3.2m、 棟 持 柱 問 で5.4mで あ る。 方 位 は 北 で西 に11度8分57秒 振 れ る。 柱 穴 底 面 の 高 さは

ほ ぼ一 定 で あ る。SP561か らIV群 の 鉢42が 出 土 す る。

SB1008(第36図)柱 穴SP628・631・629・630・619・617か ら成 る。 柱 問 は 桁 行3m、 梁

行2.6m、 棟 持 柱 問 で5.9mで あ る。 方 位 は 北 で 西 に29度22分27秒 振 れ る。 柱 穴 底 面 の 高 さ はS

P630が ほ か よ りや や 低 い 。SP619か ら皿 群 の 深 鉢43が 出土 す る。

6配 石 遺 構SX25(第37図)

竪穴住居ST4に 隣接 して検出された配石遺構である。住居の入 口施設の上層に構築された

ものであ り、住居 と直接的な関わ りはない。人頭大の石を同心円状に配する。北端、東端部分

は撹乱 されてお り、本来の規模、形態は分か らない。 中央部のみ石が配 されていないが、断面

図に示 したように本来立石 として立てられていた石が、倒れたためとも考えられる。配された

石の一部は石1皿・凹石な どの石器 を利用 している。IV群 の深鉢49が 出土しているが、ST4と

の前後関係か ら、混入 によるもの と考えられる。

7土 坑(第37図 ～42図)

円形のものについては貯蔵穴であると考えられる。調査区全域か ら検出された。墓墳 と見 ら

れるよ うな土坑は検出されなかった。

第37図SK39・42・47・49は 長方形を呈する土坑。SK39は 大型で長軸2.5m、 短軸2.2m、

深さ0.5mを 測 る。

第38・39図 に示 した土坑は平面形が円形で、断面形が開 口部 より内部が大きいフラスコ状を

貯 蔵 穴 呈 してお り、貯蔵穴と考えられ る一群である。覆土には炭 ・焼土 ・地山土 ・礫 ・土器 ・石器な

どが廃棄 されることが多い。SK230で はV群 の深鉢が、SK232で は粗製深鉢が一括 して廃棄

されている。

第40図 には平面形が円形で、断面形が円筒形の土坑を図示 した。フラスコ状土坑の上半部が

崩落 し円筒形になったものも含まれる。SK424に は内部に多数の石が、SK648に は板状石が
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IV遺 構

廃 棄 され て い た。

第41図 ・第42図SK635ま で は 削 平 に よ り、 断 面 形 が フ ラ ス コ状 と も 円 筒 形 と も判 別 で き な

い もの で あ る。 平 面 形 は 円 形 を呈 す 。SK41で はH群 の 土器50～52が 底 面 に敷 き 詰 め られ た 状

態 で 出 土 した 。SK64で はV群 の 土・器45・46、SK511で はIV群 の 特 徴 を 有 す る 土 ・器76～78が

一 括 して 出 土 した
。

第42図SK508は 丸 底 の 土 坑 、SK103は 陥 穴 で あ り、底 面 に 逆 茂 木 を立 て た ピ ッ トが見 られ

る。SK103は 位 置 的 に も調 査 区 の 北 端 、集 落 の本 体 よ り外 れ て い る 山裾 部 分 で 検 出 され た 。

8柱 穴(第43・44図)

こ こで 述 べ る 柱 穴 は 、 竪 穴 住 居 、 あ るい は掘 立 柱 建 物 な どの 柱 穴 な の で あ ろ うが 、 実 際 に そ

れ らの 遺 構 の 要 素 と して は確 認 され な か っ た もの で あ る。 い ず れ の柱 穴 も 断 面 で 柱 痕 と掘 方 が

判 別 で き た も の で あ る。 ま た 、SP92・95・96・99・107・141・190・334・559で は 底 面 に 白

色 粘 土 化 した柱 の 痕 跡 が確 認 され た。SP193で は石1皿942が 、 あ た か も礎 石 の よ うに柱 痕 の 下

で 出 土 した 。

9旧 河 道SG21(第13～19図)

調査区の東、約100mに 南流す る鳥出川の旧河道 と考え られる。現在 は幅約20mの 小河川で、

両岸をコンクリー トで護岸 されている。調査区内で検出された旧河道SG21で は、砂や礫など

の河川堆積物が一時的に層 を形成す ることもあるが、覆土は主に黒色シル トの 自然堆積 によ

る。SG21の 幅は最大で約28mを 測るが、地山面での幅であ り、実際の川幅を表すものではな

い。また、常に一定の幅で河道が存在するのではなく、幾度も流れを変えた後の姿である。概

して浅く、河川堆積物 も顕著ではない ことか ら、鳥出川が何度も流れ を変えた際の一つの河道、

つま り氾濫原 と考えられ る。第1図 調査区概要図の等高線が示すよ うに、遺跡は西側の山裾か

らの傾斜地に営まれたので、SG21の 埋没 も山側か らの土砂な どの流入によって西側か ら始

まったものと考え られる。

SG21か らは多くの遺物が出土 している。中期の遺物については70-30グ リッ ド付近から一

括 して出土 している。ほかの地点でわずかに出土する中期の遺物を含 めて、ほぼすべてSG21

の東岸か ら、しかも地山付近で出土している。 中期段階でのSG21は まだ埋没 してお らず、河

道 として一時的に水が流れ ることもあったものと考えられ る。

後期段階の遺物はSG21の 全域から出土する。 この段階ですでにSG21が 完全に埋没 してい

たかどうか確認できないが、埋没後に掘 り込まれた遺構 もベル トの断面で多数検出 している。 埋没後は生活面

第15図d-d'の2層 ・17～22層 のフラスコ状土坑、第16図e-e'の13～19層 の竪穴住居、

第17図f-f'の20～28層 の竪穴住居、第璽図竪穴住居ST7な どである。これ らは覆土が黒

色シル トの、埋没 したSG21に 掘 り込まれた遺構であり、平面的に掘 り下げるなどの調査は行

わなかった。

SG21全 体 も覆土を分層 して調査は したものの、埋没後 に掘 り込まれた遺構が多数あるた

め、覆土がすでに撹乱 された状態であった。上下層での遺物の時期的な差も中期の遺物を除い

ては認 められなかった。
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V遺 物

V
、」屯

退 物

土 器 の 分 類

出土 した遺物はコンテナ(55×39×14cm)で467箱 を数える。石器 が100箱 、ほかは縄文土

器である。数点の近世陶磁器片 も出土した。報告す るのは縄文土器が548点 、土偶19点 、耳飾

1点 、土錘1点 、スタンプ状土製品1点 、円盤状土製品31点 、そのほかの土製品が3点 、石器

は360点 である。縄文土器については遺構 ごとに掲載 したが、そのほかの遺物については遺物

の種類 ごとにまとめて掲載する。出土地点については観察表を参照 されたい。

1縄 文 土 器

出土した縄文土器の属する時期は中期中葉、後期前葉 ・中葉のものがあるが、主体は後期で

ある。ほかは後期後葉に属する土器の破片が2点 のみである。実測図は、遺構出土の土器 を447

点、遺物包含層出土の土器を93点 、出土地点不明の土器を8点 掲載 した。以下この順で内容を

記す。実測図は、各遺構 ごとに掲載 した。旧河道SG21出 土の315点 は数が多いため、土器の

特徴によ り時期的な分類を行った順で掲載 している。遺物包含層出土の土器 も同様である。出

土地点不明の土器は最後にまとめた。

土器の分類は次のように行った(第45図 土器分類図)。

1群 中期 中葉の土器群(大 木8a式)。

H群 後期前葉、関東地方における堀之内1式 に併行する土器群、南境1式2)。

皿群 後期前葉、堀之内2式 に併行する土器群、南境2式 。

IV群 後期 中葉、加曽利B1式 に併行す る土器群、宝ヶ峯1式 。

V群 後期 中葉、加曽利B2式 に併行す る土器群、宝ヶ峯2式 。

VI群 無文土器、時期的な分類が困難なため文様をもたない土器 を一括 した。

皿群 粗製土器、時期的な分類が困難なため縄文、条線文のみが施 された土器を一括 した。

V皿群 そのほか上記の分類にあてはまらない土器、後期後葉の土器など。

A遺 構出土の土器

i竪 穴住居出土の土器(第46・47図)

竪穴住居ST2(1～3)1は 土器埋設炉EL266に 埋設 された深鉢の底部付近。文様、底部

圧痕 とも認め られない。強 く被熱 している。2は 波状口縁深鉢の口縁部で縄文帯の太さか らV

群、3は 平口縁深鉢の口縁部、平行沈線が施される、IV群 。

竪穴住居ST3(4～14)4は 口縁部に無文帯、低く幅の広い隆帯上に縄文を施す。体部に

は磨消縄文により上下が大きく噛み合 う弧状文が施 される、V群 。5は 平口縁、6は4単 位波

状口縁の深鉢、両者 とも平行沈線が施 され るが、6は 口縁部の無文帯が広が り、文様は体部ま

で下る、IV群 。7は 平口縁に小突起のつ く深鉢、口縁部無文帯の下に隆帯をもつ、V群 。8は

無文の鉢。9も3と 同様の深鉢。10・11は 注口土器の注 口部 と口縁部、V群 。12は 頸部の長い

壷、13・14は 粗製土器 とした。
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V遺 物

竪穴住居ST4(15～29)床 面 と柱穴か ら遺物が出土してお り、遺構の年代をっかむ重要な

手がか りとなる。15・16が 床面出土の土・器、共にV群 。15は 台付深鉢の体部下半、17・21も 同

様の器形の破片。16は 鉢、口縁部に平行沈線 と列点状の刺突文、体部の弧線文にも刺突文が沿

う。17が 柱穴SP430出 土の深鉢。18は 柱穴SP290出 土の鉢、IV群 。19は 口縁部が内側に屈曲

する平口縁の浅鉢、馬鞍状の突起は第98図504と 類似す る。 口縁部の屈曲部には斜沈線が鋸歯

状に施される、V群 。20は 薄手の鉢、口縁部内面に沈線、外面には幅広の縄文帯、V群 。21は

3単 位波状 口縁台付深鉢、波頂部に発達 した装飾部が付属するが、欠損 している、V群 。22と

25はV群 の注 口土器、22は29の 粗製深鉢 と密着 した状態で覆土か ら出土 した。23は 小型壺、胴

部には磨消縄文の波状文が施 される、V群 。21は 直線的な沈線による渦巻文が施 された平口縁

の深鉢、V群 。26は 小型無文の鉢、27は 同じく浅鉢。28は 撚糸文Rを 口縁部には横位に、体部

には斜位に施文した粗製深鉢。

この住居から出土 した土器 は覆土 ・床面にかかわ らずV群 の土器が主体を占めている。18は

ほかの土器よ り古い特徴をもっが、柱穴出土であ り、埋め戻 しの際に混入 したもの と考えられ

る。

竪穴住居ST7(30～32)32が 床面か ら出土している。加曽利B2式 に特徴的な・器形の3単

位波状口縁深鉢、波頂部には装飾が付 くが欠損 している。 口縁部の無文帯は広が り、平行沈線

が胴部に施 され る。平行沈線上にはC字 文、逆C字 文が施 される。また口縁部は肥厚 し内湾す

る。

30はIV群 の平行沈線を施す鉢、31は ボウル形の浅鉢、波状口縁の波頂部の口唇部にはS字 状

の貼付文が付 く。IV群 とした。

竪穴住居ST19(33)波 状口縁の波頂部の左側 には1点 の刺突が施 されている、IV群 。ほか

に図示 していないが、前掲21と 同様の口縁部の破片資料が出土 している。

竪穴住居ST1004-(34～36)ST1004か らは3点 の破片資料を図示 した。34は 幅広の縄文帯

をもつ平口縁深鉢、V群 。36は 内面に平行沈線を施された浅鉢、IV群 。

ii埋 設土器遺構出土の土器(第48図)

2点 出土 した。EU27出 土の37は 底部付近のみの資料、網代痕をもつ。EU509出 土の38は

体部下半の資料、底部は木葉痕。両者 ともに正位で埋設 されたため、残存部以上は削平を受け

欠損 している。

iii掘 立柱建物出土の土器(第48図)

掘立柱建物SB15の 柱穴SP203か ら出土した小型の壷39はIV群 。SB16の 柱穴SP112出 土

の40は 波状 口縁で平行沈線の施され る深鉢、体部が細 く口縁部が大きく開 く器形、IV群 。41は

SB17の 柱穴SP199出 土の注口土器の注 口部。SB1007の 柱穴SP561出 土の42は 平 口縁で体

部の文様は弧状の磨消縄文だが、小破片で しかも外面の剥離も著 しい。ここでは入組文の可能

性を想定 しIV群 に含める。43は 皿群の深鉢、SB1008の 柱穴SP619出 土。東北地方北部の土

器型式である十腰内1式 の深鉢に類似する器形 と文様である。

iv立 石遺構出土の土器(第49図)

立石遺構ではSP482出 土の土器48を 図示 した。4単 位の波状 口縁深鉢で、頸部でくびれ る

器形をもつ。文様は頸部に連続する弧線文を、体部に平行沈線を施す、V群 。

床面出土の土器

床面出土の土器
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1群 の一括資料

V群 の一括資料

v配 石遺構出土の土器(第49図)

SX25出 土の49を 図示する。5条 の平行沈線が口縁部に施 される波状 口縁深鉢、IV群 。

vi土 坑出土の土器(第48～52図)

SK40(44)口 縁部が内側に屈曲するIV群 の浅鉢、口縁部稜線直上に沈線が1条 、口唇部に

連続する刻 目が施 される。内外面 とも丁寧 に磨かれてお り光沢を有する。

SK41(50～52)SK41か らはH群 の土器3点 を図示 した。50は 頸部がくびれ、胴部が膨 ら

む器形で、口縁部は平口縁だが、橋状把手が付 く部分のみ緩やかな波状を呈す。また、把手の

接合部分などに円形刺突文が施 される。51は同じく橋状把手をもち、頸部がくびれる器形だが、

胴部は底部へ向かい直線的にすぼむ。 口縁部は無文、その下に隆線に連続する刺突を施す鎖状

隆線文をもつ。地文は撚糸文R、 体部には連続するS字 文 と縦位 に弧状の磨消縄文が施 される。

52も 撚糸文Rを 地文 とする4単 位波状 口縁深鉢である。胴部には磨消縄文によるJ字 文が施 さ

れ、また隣の単位の文様はS字 連鎖文である。

SK63(47)頸 部にくびれをもつ粗製土器の深鉢である。 くびれ部分のみ地文が磨 り消 され

ている。

SK64(45・46)45は 台部のみの資料であ り、器部分は欠損 している。縄文のみ施 される。

46は 頸部が緩やかにくびれる平口縁の深鉢、幅広の縄文帯が2本 認められる。共にV群 。

SK69(53・54)53は 小型の粗製深鉢。54は 口縁部に沈線 と連続する刺突が施文 される。お

そ らく壷の口縁部であろう、V群 。

SK23D(55～57)55は 平 口縁の深鉢、頸部で くびれる。くびれ部の沈線 を境に上下に文様

帯をもち、いずれ も波状入組文が施 され る。上段の文様は簡略化 され、下段の波状入組文が2

条で構成 されるのに対 し、1条 の沈線で施文されている。56は 内外面に赤色顔料が塗布 された

波状 口縁深鉢 の口縁部である。文様な どの特徴か ら十腰内2式b類 の台付深鉢の可能性が高

い。57も 十腰内2式b類 に見 られる台付深鉢 と同様の土器の台部であろ う。外面に塗布 されて

いるのは漆であると考えられる。56・57と も同じ器形の土器の破片であり、同じ遺構か らの出

土でもあるので同一個体 と推測することができる。つま り器部分は赤色顔料で、台部は漆で黒

く彩 られたと考えることもできるが、残念なが ら資料はこの2点 だけであ り断定できない。3

点ともV群 。

SK232(58～60)3点 とも小型の粗製深鉢、60の 大きく開く口縁部は無文。

SK23361は 波状 口縁の深鉢、口縁部無文、平行す る沈線 とその間に連続する刺突が施 され

る。最上段の沈線には縄の側面圧痕が沿 う。

SK247(62)H群 の小型深鉢の口縁部、波状 口縁の波頂部には3条 の櫛歯条線によるS字

文が施 される。

SK251(63)地 文のみの壺。図は体部上半と底部から図上復元 したものである。

SK252(64)直 線的に外傾す る平 口縁の深鉢、55に 近いが、上段はV字 状文、下殻は波状

文になる、V群 。

SK258(65)孔 が開く浅鉢の 口縁部。 口唇部に跨る隆線をもつ。 さらに口唇部か ら口縁部

内面にかけて矢羽状の刻 目が施 される。

SK271(66・67)66は いわゆる宝 ヶ峯型注 口土器の破片資料。文様の全体像は不明だが、
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半肉彫的手法により曲線文様が施 される。外面は丁寧に研磨仕上げされ、黒色で光沢を有する、

V群 。

SK308(68・69)68は 口縁部が無文で幅広の縄文帯をもつV群 の深鉢。69は 口縁部に平行

沈線をもつIV群 の深鉢。

SK361(70)口 縁部にコの字状の文様が施された波状口縁深鉢、V群 。

SK416(71・72)71は 壺の 口縁部。72は 口縁部が強 く屈曲し外反するIV群 の波状 口縁深鉢。

波頂部は小突起状で内面に沈線が施文される。外面の口縁部には半戴竹管状の工具による刺突

文が連続する。

SK426(73)V群 の壺、頸部以上を欠損 している。胴上半部の文様 は55・64な どに関連 を

有す る曲線文様で構成 され る。また、胴上半部の内面には輪積痕が明瞭に残 されてお り、粘土

紐を1本 ずつ積み上げた様子が確認できる(写 真図版30参 照)。

SK488(74)刷 毛目状の条線文が施 される粗製土器 の口縁部。 口縁部の内側 にも沈線が1

条施文される。外面の口縁部は無文で、横位の沈線以下が縦位の条線文である。

SK5Q2(75)皿 群の壺の体部である。3条 の沈線による波状入組文が施 される。

SK511(76～78)76は 口縁部が強 く外反す る波状 口縁深鉢、IV群 。 口縁部には多条沈線、

体部には同じく多条沈線によるZ字 文、連続刺突文が施 される。77は76と 同様の・器形の粗製土

器、口縁部のみ無文。78は77と 同様に無文の口縁部をもつが体部が膨 らむ器形である。

SK516(79)壷 の口縁部のみである。 口端は無文帯を有する。

SK614(80～84)80は 平 口縁深鉢、文様 は64に 近い、V群 。81は 胴上半部に平行沈線を施

文す る波状 口縁深鉢、IV群 。 口縁部は無文、補修孔が2ヵ 所開いている。82も64・80と 同様の

器形 と文様をもつ、V群 。83の 波頂部は欠損のため明らかではないが、装飾突起が付 くものと

考えられる。器形は直線的に外傾す る波状 口縁深鉢、胴上半部 と下半部と文様帯が二つに分か

れる。上半部の複雑な曲線文には連続刺突文が沿 う。十腰内2式b類 の台付深鉢に類す るもの

である、V群 。84も 上下に2段 の文様帯をもつ小型の平 口縁深鉢。地文はなく2～4条 の沈線

のみの施文である。

SK627(85)緩 やかな波状 口縁 と頸部でくびれる器形の粗製深鉢。頸部の屈曲部のみ縄文

が磨 り消される。

vii柱 穴 ・ピッ ト出土の土器(第52～54図)

SP144(89)く びれをもつ粗製深鉢で、頸部の屈曲部のみ縄文が磨 り消される。

SP156(86)無 文の鉢。器形は8に 近いが、体部の立ち上が りはやや急である。

SP174(88)平 口縁、頸部のくびれる粗製深鉢。

SP217(87)緩 やかな波状 口縁深鉢の口縁部。 口縁部の凹線、刺突などはH群 の特徴であ

る。

SP219(90)体 上半部に平行沈線が施文された波状口縁深鉢、IV群 。

SP221(98・99)98は 頸部が強く外反 し、波頂部が鋭 く伸び る6単 位の波状 口縁深鉢であ

る。内2単 位の波頂部は小突起が付き、内外面に肥厚する器形。補修孔が2ヵ 所開 く。文様 は

頸部に波状の磨消縄文、体部には上下に噛み合 う弧線文が施される、V群 。99は 口縁部の小破

片、波状口縁の粗製土器である。波頂部の内面に沈線が施 される。

明瞭な輪積痕
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SP256(91)小 型の台付深鉢の底部か ら台部にかけての資料、V群 。

SP268(92)沈 線が口縁部直下に1条 のみ施文 された壺の口縁部。内外面 とも磨かれ光沢

をもつ。

SP320(93)76と 同様の頸部の強い外反を特徴 とす る波状 口縁深鉢である。文様も多条沈

線 と刺突で構成 され る、IV群 。

SP372(94)口 縁部が肥厚 し、沈線が施 され る深鉢、IV群 か。

SP402(95)台 部の資料、器部分は不明だが、台が付 くのはV群 に見 られる特徴である。

SP434(96)発 達 した波頂部の装飾部、32な どの口縁部に付 く、V群 。・器面は丁寧に磨か

れ、焼成 も良 く堅緻である。

倒木痕と考 えら

れ るものが 多い

SP438(97)

SP441(100)

SP462(101)

SP49∋(102)

SP542(103)

さ れ る 、IV群 。

SP557(104)

SP650(105)

SP656(106)

viii

SX11

口縁部か強く外反す る波状 口縁深鉢、文様は沈線による、IV群 。

台部のみ、細長い台である。外面は丁寧に磨かれる。

十腰内1式 に近い器形 と文様をもつ小型の深鉢、皿群。

内傾する器形、壷あるいは注 口土器の 口縁部であろう、V群 。

波頂部に断面菱形の装飾部をもつ波状 口縁深鉢、 口縁部には平行沈線が施文

口縁 部 に縄 文 を 施 し、頸 部 を無 文 とす る波 状 口縁 深 鉢 、V群 か 。

100と 同様 の器 形 だ が 、 や や 大 き く、 作 りが粗 い 。 外 面 に は 縄 文 が施 され る。

㎜群 の 波 状 口縁 深 鉢 。 口縁 部 と体 部 に 入 組 文 が 施 され る 。

性 格 不 明 遺 構 出 土 の 土 器(第54・55図)

(107～112)107は 口縁 部 が 強 く外 反 す る 波 状 口縁 深 鉢 、 こ の 器 形 に は 口縁 部 に 連 続

刺 突 を 多 段 に 施 文 す る も の と、 多 条 沈 線 を 施 文 す る もの が あ るが 、 こ の 土器 はそ の 両 者 を左 右

に分 け て施 文 して い る。 ま た 、波 頂 部 に は 小 突 起 が付 く、wr群 。109は 短 沈 線 を連 続 した うえ 、

多 段 に施 文 す る 、Wr群 。111は 片 口土器 の 片 口部 、IV群 。112は 小 型 の壷 、IV群 に含 め る。

SX24(113)筒 型 の深 鉢 の 胴 部 、 上 下 に噛 み 合 う弧 線 文 を2段 施 す 、V群 。

SX62(114)体 部 上 半 に 最 大 径 を も っ 壺 、連 続 す るS字 文 を3単 位 施 す 。 体 部 下 半 に はS

字 文 に対 応 して3単 位 の 弧 線 文 が 配 され る、IV群 。

SX65(115・116)2点 と も 口縁 部 が 強 く外 反 し、 連 続 刺 突 文 を施 す 、IV群 。

SX70(117～119)117は93と 同様 の 口縁 部 の 破 片 資 料 だ が 、波 頂 部 内 面 に も沈 線 が 施 文 さ

れ る 、IV群 。118は 台 部 の 資 料 、V群 の 深 鉢 に付 く も の。 外 面 は無 文 。119は 鉢 の 口縁 部 、 文 様

は82に 近 い 、V群 。

SX139(120)口 縁 部 に平 行 沈 線 を施 す 平 口縁 深 鉢 、IV群 。

SX222(121)頸 部 に文 様 帯 を もっ 壺 。 文 様 は3条 の 沈 線 に よ る 曲線 化 した ク ラ ン ク 状 文 、

皿 群 。

SX250(122～125)122はV群 の 台 付 深 鉢 の 波 頂 部 の 装 飾 部 で あ る。123は 口縁 部 が 内 側 に

屈 曲す る 小 型 の 浅 鉢 、IV群 。124は 注 口土 器 の 注 口部 。125は 口縁 部 に沈 線 が1条 施 文 され る鉢 。

SX253(126・127)126はV群 の深 鉢 、 沈 線 とそ れ に 沿 う刺 突 か ら な る文 様 。127は 波 状 文

が 施 され る鉢 、V群 。

SX286(128)口 縁 部 が 内側 に 屈 曲す る粗 製 の鉢 。
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SX587(129・130)129は 体 部 に 平 行 沈 線 を施 文 す る 波 状 口縁 深 鉢 、IV群 。130は 無 文 で 口

縁 部 直 下 が くび れ 、 殻 を有 す る浅 鉢 、 台 が 付 く器 形 と考 え られ る。

SX646(131)224や225の 器 形 に近 い 、 口縁 部 が 強 く外 反 す る波 状 口縁 深 鉢 、IV群 。 口縁 部

が短 く、 体 部 が や や 丸 み を 帯 び て お り、IV群 で も古 い 部 類 で あ ろ う。

B旧 河道SG21出 土 の土器

旧河道SG21の 土器も本来は遺構出土の土器 として前節に含めるべきであろ うが、この遺構

からは特に多 くの土器を報告するため、新たに節 を起こした。

1群 中期中葉(第56～63図)

出土 した縄文時代中期の土器は、大木8a式 土・器が中心である。特徴として、口縁部にS字 大木8a式 土器

状や橋状の立体的な突起が付され、文様は、口縁部に、縦位の縄の側面圧痕、小波状の隆帯、

刻 目がしばしば用い られ、体部には沈線や無調整の隆帯 ・隆沈線により、曲折文や渦巻文など

が施 される。器種は、深鉢 と浅鉢がある。以下に、器種 ・器形別に内容を述べる。

深鉢(第56図132～ 第62図150)132～140は 、体部が外反気味か直線的に立ち上が り、 口縁部が

内湾気味に開く深鉢である。132は 、口縁部に4単 位のS字 状突起が付 き、体部 に隆沈線の曲

折文 と渦巻文を組み合わせた文様が施 される。133・137も 同様の文様構成 と思われる。134は、

口縁上部に橋状の突起が付 き、突起上に連続 して刻 目が入 る。縦位の連続 した縄の側面圧痕も

施 される。136も 類似 した文様構成 をとる。 口縁部にS字 状突起を5つ 配置 し、突起の1つ は

大型になる。体部には、3本1単 位の沈線 により曲折文を施す。135は 小型の深鉢で、 口縁部

にS字 状突起が付 き、体部に2単 位の曲折文が大きく展開す る。138・139・140は 、口縁部 に

大型の突起が無 く、縦位に縄の側面圧痕が連続 して施 される。138の 体部には、3本1単 位の

沈線により、曲折文や懸垂文が施 される。140は 、縦の橋状の突起が4単 位付く。

141～145は 、体部が膨 らみ頸部で屈曲し、 口縁部が内湾気味に開く深鉢である。141は 小型

の深鉢で、 口縁部に隆帯を貼 り付けて加飾 した突起がある。体部に3本 沈線による懸垂文が施

され る。145も 同様の器形 と思われ、体部に沈線の文様がある。142は 、口縁部に4単 位の突起

が付き、突起の外面には縦に橋状の突起が付 く。 内面には、隆帯の渦巻文がある。 口縁上部に

は連続した刻 目を施 し、その下に、LR縄 文を施文後、縦のLRの 側面圧痕を加 える。体部に

は沈線 による懸垂文がある。143は 、口縁部にS字 状突起が1つ 付 され る。 口唇部に連続 して

刻 目が入る。144は 大型の深鉢で、口縁部に隆帯貼 り付けの渦巻文が3単 位展開す る。隆帯上

に沿って、押圧縄文が施 される。

146～148は 、体部に膨 らみをもち、口縁部がキャリパー形 になる深鉢である。146は 小型の

深鉢で、口縁部に隆帯の波状文を配する。隆帯の両脇に沿って縄の側面圧痕が施 される。147

は、隆沈線文により渦巻文状の文様が施される。頸部 との境に隆帯を貼 り付け、その上に連続

して指頭圧痕状の刺突文が施 され る。148は 、口縁部に縦のS字 状文 と曲折文を組み合わせた

文様を規則的に配する。

150は 、体部が膨 らみ口縁部がすぼまる深鉢である。口縁部は無文で、稜状の隆帯貼 り付 け

の下に、LRL縄 文が縦位に回転施文される。時期的に大木8a式 よりも下る可能性がある。

浅鉢(第62図151～ 第63図157)151・152・156は 、口縁部がキャ リパー形になる。151は 、口
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南 境1式 土 器

南 境2式 土 器

宝ヶ峯1式 土器

縁部にS字 状の突起 と橋状の突起が付 く。連続 して縦位の縄の側面圧痕が施される。体部は無

文である。152の 口縁部には、隆沈線文による渦巻文が施 され る。156の 口縁部には、渦巻文 と、

半戴竹管による連続 した刺突文が施 され る。

153～155・157は 、体部か ら口縁部 にかけて直線的に開く器形である。153・154は 同一個体

である。波状 口縁 とな り、波頂部にS字 状の突起が付く。 口唇部に連続 して角押文が施され、

体部に3本 沈線の渦巻文がある。155は 、口縁部に連続 した刺突文を施す。体部は無文で、内

外面にミガキが施 される。157は 楕円形を呈する浅鉢で、 口縁部に波状の隆帯を貼 り付け、そ

の中に4単 位のS字 状の突起を配する。

1群 堀之内1式 に併行する土器群(第64図158～165)

深鉢(158～162・164・165)口 縁部に1条 の凹線 と体部に複数条か らなる弧状や楕円形の沈

線 を施す土器群。160は 口縁部に刺突が行われ る。161は 口縁部に段をもつ器形で、頸部を無文

としている。164は肥厚する口唇部に沈線 を施す。地文は撚糸文Rの ほかに縄文も用いられる。

鉢(163)深 鉢 と同じく口縁部に凹線 と、体部に多条沈線による楕 円形文をもっ。

皿群 堀之内2式 に併行する土器群(第64図166～ 第69図222)

深鉢(166～212)口 縁部を欠損する資料以外では、166と212以 外すべて波状口縁である。単

位 は4か ら6単 位のものがある。体部は膨 らみをもち、頸部がくびれ 口縁部が外反する器形が

多い。208は くびれをもたず口縁部が内湾する。209～212は 直線的な立ち上がりを有する。

文様は多種多様であるが、基本的に3条 の沈線により施文 される。また、H群 土器のように

文様が縦位に展開す るのではなく、横位に展開する。176～180・197・207は 波頂部が小突起状

になり、突起部分を巡るリング状の沈線が施される。 これ らはIV群 土器に多く見 られる特徴の

一つであ り
、皿群の中でも新 しい部類にはいる。また、沈線 と沈線の接点に刺突が加 えられる

土器が多いが、192と193の よ うにほぼ同じ器形 ・文様の土器でも刺突が行われるものと行われ

ないものがある。199は 体部下半の資料であ り、㎜群かIV群 か判然 としないが、内面に漆 と見

られるものが付着 してるので図示 した。

浅鉢(213・214)213は3単 位の環状の突起が付 く。 口縁部内面に沈線、突起部分の内面に

は同心円文が施 される。地文はなく、外面 も無文である。214は 内外面 ともに無文、耳状の突

起が付 く。

壺(215～222)215～218は 小型で頸部の細い壷。180の 深鉢 などと同様の3条 の沈線を基本

とする入組文が施 される。219～222は 大型の壷、文様はやはり深鉢 と同様である。

N群 加曽利B1式 に併行する土器群(第70図223～ 第77図306)

深鉢(223～276)2種 類の系統が見 られる。223～266ま では㎜群の深鉢の系統を継 ぐが、267

～276は 加曽利B1式 の深鉢に類似す る土器群である。

223～266の 土・器は皿群に比べ口縁部の屈曲が強 く、屈曲部の内面には明確な稜が見られる。

また、文様 も皿群が3条 の沈線 を基本 とするのに対 し、2条 で施文 され るものが多くなる。 し

か し、230・235・239・240な どの体部文様は、多条の沈線を用い、2な いし3条 で表 される縄

文帯 と同様の文様構成 を示 している。

口縁部の文様では連続刺突を多段に施文するものや、多条沈線 を施文するものなどがある。

また、その両者を同時に施文す る243な どの土器 もある。やは り波状 口縁が多 く単位数は3単
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位か6単 位が多くを占める。253～266は3単 位の波状 口縁が多い。波頂部の内面にも沈線が施

文 されるものや、小突起状になるものもある。

267～276は 加曽利B1式 に類似す る深鉢である。267は 耳状の突起をもち、IV群 でも古い部

類に相当する。いずれも平行沈線を口縁部、あるいは体部にもつ ものである。269・270の よう

にやや発達 した装飾をもつものも出現する。273～275は 口縁部が無文で体部に平行沈線が施 さ

れるものである。276は 内面にも平行沈線が施される。

鉢(277～280)器 形はそれぞれだが、文様は平行沈線を施す。280は ボール形の鉢。

浅鉢(281～290)289・290以 外は内面に文様をもつ浅鉢である。281～284・289は 口縁部が

内側に屈曲する。内面の文様 は連続刺突文 と平行沈線で構成されるか、あるいはその どちらか

のみである。281は4単 位波状 口縁で、内面の平行沈線間を刻 目で充填 している。289は 外面の

口縁部に縄文を施すのみである。281・282に は補修孔が開 く。290は 外面の 口縁部に平行沈線

を施文する浅鉢、3単 位波状口縁である。

壺(291～301)大 型(291～295・297・301)と 小型(296・298～300)の ものが ある。文様

は深鉢と同様のもので、2条 の沈線で施文 され る。295の 文様は333に 近く、V群 の可能性があ

る。296の 上下に噛み合 う弧線文はV群 の98な どに見 られる文様であり、IV群 でも新 しい部類

に入 る。298～300は 文様では時期判別できないが、㎜群の壷に比べて、IV群 の壷は最大径をも

つ部分が下 りてくる傾向があるため本群に含めた。

片ロ土器(302～304)口 縁部の波頂部の一端が片口となる。ほかの波頂部は小突起が付 く。

文様は多条沈線 と、沈線間に刺突を充填する構成である。303は 片口部、304は 頸部以下の資料

だが、器形からここに含める。

注ロ土器(305・306)加 曽利B1式 に見 られ る注口土・器の突起部(305)と 口縁部(306)。

V群 加曽利B2式 に併行する土器群(第78図307～ 第81図362)

深鉢(307～347)4種 類の器形に大別できる。307・308は ㎜群の深鉢の系統を継 ぐ。器形 は

異なるが98や500な どのV群 の深鉢 と同様 に頸部に無文帯をもつ。307は5単 位、308は6単 位

の波状口縁である。

309～318は 同じく皿群の深鉢に連続するものだが、中でもIV群 の253～266の 鋭利で内面にも

沈線を施文 し小突起状になる波頂部をもつ土器群が、もっとも近い。 旧河道SG21か らは破片

資料のみだが、98や5㏄ が これ らの典型である。

319～337は 十腰内2式b類 の台付深鉢 として知 られる土・器に類す るものである。口縁部は3

単位の波状 口縁になることが多い。333は 平口縁だが、504の ように3単 位 の突起が付 く可能性

がある。また、幅広の波頂部にはさらに発達 した装飾部が載 ることがある(319～323)。 文様

は沈線文 と連続刺突文で表 されることが多 く、体部のくびれ部分を境に上下2段 に文様帯を構

成す る。326は 内外面に漆が塗布 されている。336・337は 台部。

338～347は 加 曽利B2式 に類す る土器。338・339は32と 同様の土器 である。339に は赤色顔

料が塗布されている。口縁部は無文で、体部に刻 目を施 した隆帯を付すものもある(344)。345・

346の よ うに体部に膨 らみをもつ器形もこの段階で見られるよ うになる。341の 平行沈線間には

縄文が施されるが、一部縄文が不明瞭な部分に格子 目状の細沈線を施 している。縄文に擬 して

いるのだろうか。

宝 ヶ峯2式 土器
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刷毛 目状条線文

鉢(348・349)348は 口縁 部 が 内湾 し、 文 様 は連 続 す る 弧 線 文 を施 す 。349は 直 線 的 に 外 傾 す

る器 形 にS字 文 を施 す 。

壺(350・351)350は 体 部 が 球 形 を 呈 す 。 文 様 は308同 様 で 、 幅 広 の縄 文 帯 と無 文 帯 か らな る。

縄 文 は2段LRとRLの 異 種 原 体 を 充 填 し羽 状 とす る。351は 口縁 部 の み で あ る が 、 幅 広 の 縄

文 帯 を もつ の で こ こに 含 め た。IV群 の 可 能性 も あ る。

注 ロ 土 器(352～356)352の 文 様 は 半 肉 彫 的 手 法 に よ る。355・356は この 時 期 に 特 徴 的 な 壺

形 注 口土器 の 底 部 で 、356は 非 常 に 大 き な 注 口土器 に な る。

台 付 浅 鉢(357)3単 位 の 波 状 口縁 の 浅 鉢 が載 る、 燭 台 形 の 土 器 。

台 部 ・脚 部(358～362)い ず れ も本 体 部 分 は不 明 だ が 、 台 や 脚 が 付 くの はV群 に 見 られ る特

徴 で あ る た め 本 群 に含 め た。358～360は 小 型 の 台 部 の み の 資 料 、 鉢 か浅 鉢 が 載 っ た の だ ろ う。

358に は 台 部 とわ ず か に 残 る体 部 に 沈 線 が 施 文 され て い る。360の 台 部 に も 沈 線 が 施 さ れ る。

361・362は 高 圷 の脚 状 の 土 器 、 中 実 で あ る。

VI群 無 文 土 器(第82図363～ 第83図390)

文 様 を もた ない 土器 を一 括 した 。 複 数 の 時 期 の 土器 が 混 在 して い る。 器 形 か らお お よそ の 時

期 が 判 別 で き る だ ろ うが 、 こ こで は器 種 ご と に報 告 す る こ と と した 。

深 鉢(363～373)363～365は ㎜ 群 の 深 鉢 に見 られ る 器 形 で あ る。366は 口縁 部 を 折 り返 して

い る。367～370はIV群 の 深 鉢 に 近 い 器 形 。371～373はV群 の 深 鉢 に近 い 器 形 。373の 外 面 に は

器 面 の調 整 に 使 用 した と見 られ る工 具 の痕 跡 が 条 線 文 の よ うに残 る。

鉢(374～381)374・375は 口縁 部 が わ ず か に くび れ る。377の 口唇 部 に は刻 目を 施 し、 さ ら

に 短 い 隆線 が 付 され る。379は 孔 を境 に 左 右 で 口縁 部 の 高 さが 異 な る。380は3単 位 波 状 口縁 の

鉢 、 波 頂 部 に 刻 目が施 され る。V群 の器 形 で あ ろ う。381はST3出 土 の8と 同 じ器 形 。

浅 鉢(382～384)382はSX587出 土 の130と 同 じ器 形 。 台 付 浅 鉢 と考 え られ る。

壺(385～390)385は 口縁 部 に沈 線 が1条 施 され る が ほ か は 無 文 、386も 同 じ器 形 。 口縁 部 の

み だ が 、 壷 の 口縁 部 と考 え られ る。

皿 群 粗 製 土 器(第84図391～ 第91図440)

原 則 と して 地 文 の み を施 文 す る土 器 を 一 括 した。 地 文 に は縄 文 の ほ か に 刷 毛 目状 の 条 線 文 や

網 目状 撚 糸 文 な どが あ る。 無 文 土 器 と同様 に器 形 か ら あ る程 度 分 類 は 可 能 で あ ろ うが 、 こ こ で

は 器 種 ご とに 報 告 す る。

深 鉢(391～423・427～437・439・440)391は 撚 糸 文Rを 地 文 と し、波 頂 部 に は刺 突 を施 す 。

頸 部 が くび れ る器 形 の 深 鉢 に は 頸 部 の み 縄 文 を 磨 り消 す も の が 多 い。392・395・400・403・

408・409・418・420は 皿 群 の 深 鉢 の 器 形 に 近 い 。393は さ ら に磨 り消 した 部 分 の 下 端 に縄 の 側

面 圧 痕 を施 す 。396・398・401・404に も 縄 の 側 面 圧 痕 が 見 られ る。398・399・401・402・407

は 口縁 部 を 無 文 とす る。407は 網 目状 撚 糸 文 を 地 文 とす る。410～412・421・422・428はIV群 の

深 鉢 の器 形 に 近 い。413～417は 口縁 部 に小 突 起 が付 く。IV群 あ るい はV群 に 同 様 の器 形 が 見 ら

れ る。423・427・430は 口縁 部 が 内湾 す る器 形 。429・434は 刷 毛 目状 条 線 文 を波 状 に 施 す 。436

はV群 に 見 られ る器 形 。437は 波 状 口縁 と な る。439は 小 型 で上 半 部 を欠 き 、 粗 製 土器 で は な い

可 能 性 が あ る。

鉢(438)地 文 の み 施 され る鉢 。
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壺(424～426)い ず れ も地 文 のみ 施 す 壺 で あ る。

V皿群 そ の ほ か の 土 器(第91図441～447)

ミニ チ ュア 土 器(441～445)こ れ ま で の ・器形 に含 め られ な い 小 型 の 土・器 お よ び 、 手 つ くね に

よ るつ く りの粗 い 土器 を こ こ に 含 め た 。441は 内 湾 す る器 形 、442は 平 面 形 が 方 形 の 皿 状 の 土

器 、443は や や 底 部 が 高 い 。444・445は 台 部 。

異 形 土 器(446・447)双 口 を もつ が 、 体 部 以 下 欠 損 して お り、 詳 細 は 不 明。

C遺 物包含層出土の土器

旧河道SG21出 土の土・器と同様に各群に分類 した順で報告する。

1群 堀之内1式 に併行する土器群(第92図448～458・ 第93図459)

深鉢(448～456・459)448は 口縁部の沈線 と体部の複数条か らなる弧状や楕円形の沈線を特

徴 とする。450・454は 頸部にくびれをもち、無文とする。448と449は 同一個体、454と455も 同

じく同一個体。459は 口縁部を無文、体部を撚糸文Rと する。体部には弧状の沈線を縦位に施

文す る。

鉢(457・458)457は448な どと同様の文様をもつ鉢。458は 小型で、文様は448な どを簡略化

したもの。

皿群 堀之内2式 に併行する土器群(第93図460～463)

460は 小型の深鉢、文様は205に 類似する。461は 同じく深鉢の口縁部、174の 口縁部 と同様の

文様。462は 壺の口縁部か ら頸部の資料、2単 位の小波状は221の 口縁部に通 じる。463はIV群

の壺292な どの文様 に類似するが、頸部の沈線が3条 であること、体部の沈線が2条 であるが

幅が狭いことから皿群 とした。IV群 の可能性 もある。

N群 加曽利B1式 に併行する土器群(第93図464～ 第97図499)

深鉢(464～487)い ずれ も加 曽利B1式 に類似する土・器である。464～470は 口縁部に平行沈

線を施す波状 口縁深鉢。474・485は 同じく平 口縁の深鉢。471～473・475～477・480・481は 口

縁部を無文 とし、体部に平行沈線を施す。473は 平行沈線間に連続刺突文を施す。478・479は

装飾部をもつ。484は 口縁部の無文帯の区画に刻 目をもつ隆帯を付すIV群 でも新 しい様相をも

つ。487は ・器形は471・472に 近いが、外面全体に縄文を施 し、口縁部付近に磨消縄文 を施 して

いる。

浅鉢(488)直 線的に外傾 し立ち上がる器形。内面に平行沈線を施す。

壺(489～499)489～493は 小型の壺。2条 の沈線 による縄文帯により文様を施す。

V群 加曽利B2式 に併行する土器群(第97図500～ 第99図525)

深鉢(500～521)500～502は309～318と 同様に皿群の深鉢の系統にあ り、かつ波頂部が発達

した土器である。500は3単 位の波状 口縁で波頂部は内側に肥厚 し、小突起状 になる。頸部 に

は無文帯をもつ。

503～508は 十腰内2式b類 の台付深鉢に類す る土器群である。 口縁部は3単 位 を基本 とし、

波状 口縁 と平 口縁とがある。また、発達 した装飾突起をもつのもこれ らの土器の特徴である。

文様は沈線 と連続刺突を併用 して行われ、体部のくびれ部分を境 とし、上下2段 に文様帯を配

する。

南 境1式 土 器

南 境2式 土 器

宝 ヶ峯1式 土器

宝 ヶ峯2式 土器
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509～521は 加 曽利B2式 に類 す る土 器 群 で あ る。509～512は 発 達 した装 飾 突 起 を も つ 土 器 で

あ る。 体 部 に は平 行 沈 線 を施 文 す る。513・514は 口縁 部 を無 文 と し、 体 部 に 幅 広 の縄 文 帯 を も

つ 。515・516は 体 部 に連 続 す る弧 線 文 を施 す 。517～519は 条 線 文 を施 す 土 器 。517は 口縁 部 を

無 文 、 体 部 に 縄 文 を施 した 隆 帯 を付 し、 以 下 に弧 状 の 刷 毛 目状 条 線 文 を施 す 。

520・521は 沈 線 間 に連 続 刺 突 文 を 施 す 土 器 、521の 縄 文 は2段RLの 原 体 を異 方 向 に 転 が し

羽 状 と して い る。

台 付 鉢 ・台 付 浅 鉢(523・522)523は 台 付 鉢 、522は 台 付 浅 鉢 。

宝 ヶ 峯 型 注 ロ 土 器(524・525)524は い わ ゆ る宝 ヶ 峯 型 注 口土 ・器で 、 半 肉彫 的 手 法 で コ字 状 文 を5単

注 ロ 土 器

位 配 す 。

VI群 無 文 土 器(第100図526～530)

526は 平 口縁 の 深 鉢 、 無 文 土器 に分 類 した が 、破 片 下 端 部 に 沈 線 が 見 られ る。 口唇 部 に は縄

文 。527は 平 口縁 で あ ろ うが 、 一 部 突 起 状 に伸 び る。528・529は 無 文 の 鉢 。530は 壷 。

皿 群 粗 製 土 器(第100図531～535・ 第101図538)

531はIV群 の深 鉢 に 同様 の 器 形 で あ る。 口縁 部 を無 文 とす る。532～534も 口縁 部 が 無 文 。533

は 無 文 部 分 の 下 部 に縄 の 側 面圧 痕 を施 す 。535・538は 頸 部 に わ ず か に くび れ を もつ ・器 形 、 施 文

は 縄 文 の み 。

V皿群 そ の ほ か の 土 器(第100図536・537第101図539・540)

536は 作 りの粗 い ミニ チ ュア 土 器 の 台 部 。537は 底 部 の み で い ず れ に も分 類 で き な い た め こ こ

に 含 め た。 底 部 圧 痕 に 網 代 痕 と木 葉 痕 の2種 が 認 め られ る。 木 葉 痕 が後 に 付 い た も の と見 られ

る。539・540は 後 期 後 半 の 土・器 で 、 刻 目手 法 か ら瘤 付 土 ・器第 皿段 階 に位 置 付 け られ る。

D出 土 地 点 不 明 の 土 器(第101図541～548)

遺物観察表中で出土地点を 「XO」 としたものがこれ らにあたる。調査中に出土地点を失っ

た土器である。中でも報告に必要なものを図示する。

541・542がIV群 の深鉢、542の 口縁部には半載竹管状の工具で連続刺突文を3段 施す。543は

IV群 の加曽利B1式 に類す る深鉢 の口縁部、平行沈線間に刺突 を施文する。544は 地文のみの

粗製鉢。545は 口縁部に8字 状の隆線を付す浅鉢、IV群 。546は503と 同 じ・器形の台付深鉢の 口

縁部、波頂部の口唇部にS字 文を施す、V群 。547は 口縁部に幅広の縄文帯を施文す る鉢、V

群。548はV群 のやや大型の注 口土器の体部、半肉彫的手法で曲線文様 を施す。

2土 偶(第102図549～567)

549～551は 頭部、首部に刺突を充填す る。顔はV字 に粘土を貼 り付ける。 目は刺突で表す。

552～557・559～562が 体部、主に刺突を施文するが、556・560は 沈線も併せて施文 している。

乳房は粘土を貼 り付 けて表現 し、腹部の膨 らみも粘土の貼 り付 けにより表す。腹部の膨 らみは

簡略化 されるが妊婦 を表すものと考えられ る。558は 右腕部分、552な どのように腕を下げず、

水平近 くまで上げている。563～567は 脚部、やはり刺突を施す。563は 足裏に円文とその中心

に深い刺突を施す。567は 小型だが、刻 目により足指の表現もなされている。

やはり完形での出土はなくすべて破片資料である。552で は首部をソケ ッ ト状に差 し込んで
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接合 していた様子が認められた。

3耳 飾 ・ス タ ン プ 状 土製 品 ・ 土錘 ・そ の ほか の 土製 品

耳飾(第102図568)1点 のみ出土した。内面外面とも凹面を呈 し、無文、無孔である。

スタンプ状土製品(569)1点 のみ出土した。類例は宮城県河北町宝ヶ峯遺跡で多く見 られ

る。スタンプ面には渦巻きを描 く。文様 自体は粗雑である。

土錘(570)石 錘は一定量出土しているが、土錘はこの1点 のみである。中心に縦溝をもつ

有溝土錘である。溝は両面に設けられるが、磨耗のため一部明瞭でない部分がある。

そのほかの土製品(571～573)571は コー ヒーカ ップの把手状の土製品。 どのよ うな土器 ・

土製品のものか不明である。572は やや扁平な球状を呈 し中実である。573も 中実の円錐状の土

製品。どのよ うな機能 ・用途を有 したのか不明である。

4円 盤 状 土 製 品(第103図574～604)

土器 片 を打 ち 欠 き、 あ る もの は破 面 を磨 り成 形 して い る 。 一 部 は方 形 に近 い もの も あ る。

574・575・601は 地 文 が 撚 糸 文Rの 土 器 を 利 用 した も の で あ る。 さ らに 沈 線 も施 されH群 の

土器 で あ る こ とが 分 か る。576は 沈 線 と刺 突 が 施 され る253な どのIV群 の 深 鉢 の 口縁 部 を利 用 し

た もの 。577は503な どのV群 の深 鉢 を利 用 して い る。585・586は 入 組 文 が 施 され る部 分 を 、587

は 浅 鉢 を 、599は 木 葉 痕 を も つ 底 部 、600は 網 代 痕 を もつ 底 部 を利 用 す る 。588の 中 央 部 に は2

ヵ 所 貼 り付 け た 粘 土 が 剥 が れ た 痕 跡 が あ る。591・593・595・598・601は 周 囲 を 研 磨 調 整 して

い る 。 ほか に も部 分 的 に側 面 を研 磨 す る も の に は578・585・587・594・599・604が あ る。

5石 器

石 鍛(第1〔n図605～ 第106図728)

石 嫉 は そ の形 態 に よ り、 凹 基 無 茎 嫉 ・凹 基 有 茎 嫉 ・平 基 有 茎 嫉 ・凸 基 有 茎 嫉 ・尖 基 錺i・ 円基 石 鍛 の 分 類

錺i(鈴 木1995)に 分 類 した。 石 材 は珪 質 頁 岩 ・黒 曜 石 ・玉 髄 ・鉄 石 英 ・流 紋 岩 な ど を利 用 す る。

凹基 無 茎 鍛(605～625)基 部 に挟 入 が あ り、茎 部 を も た な い 石 鍛 で あ る。605～616は 基 部 の

挟 入 が 比 較 的小 さい も の で あ る。605～607・611・613な どの 小 型 の もの は 裏 面 に 剥 離 面 を 大 き

く残 す 。616は 未 製 品 の 可 能 性 が あ る。617～625は 基 部 の 挟 入 が 大 き く側 縁 が 丸 み を もつ 。

凹基 有 茎 鍛(626～642)基 部 に挟 入 が あ り、茎 部 を も つ もの 。630・633・639・640は 挟 入 部

を整 形 す る 際 に 茎 部 に十 分 な 太 さを残 せ な くな っ た も の と考 え られ る。

平 基 有 茎 鍛(643～690)基 部 が 直 線 的 で 茎 部 が あ る も の 。650・653・672は 茎 部 が 長 く全 長

の ほ ぼ 半 分 を 占め る。689・690は 刃 部 側 縁 が一 方 で は 内側 に 湾 曲 し、反 対 側 で は 膨 らみ を も ち

身 の 部 分 が 鎌 形 を 呈 す 。 い ず れ も 白色 の 玉 髄 製 で あ り加 工 も丁 寧 で あ る。

凸 基 有 茎 鍛(691～709)基 部 が 突 出 し、 茎 部 を もつ も の。697・699・703は 裏 面 に 剥 離 面 を

大 き く残 す 。696・698・699・700・706・707は 基 部 が 丸 み を も ち、 木 葉 形 を呈 す 。

尖基 鍛(710～713)基 部 が 尖 る も の 。 凸 基 有 茎 嫉 の うち の 基 部 の作 り出 しが 明確 で は な い も

の も含 ま れ る と考 え られ る。

円基 鍛(714～728)基 部 が 丸 み を 帯 び る も の。714・715は 木 葉 形 の完 形 品 で あ るが 、 ほ か の
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アス ファル トが

付着

両先端が摩滅

ものは形態もさまざまで器厚 も大きく未製品の可能性がある。

尖頭器 ・有舌尖頭器(第107図729～739)

尖頭器(729～738)729～737は 形態は円基鍛に類似するものが多いが、大型であり、器厚 も

大きいので尖頭器 として分類 した。横長剥片を素材 とし、両面加工を施すが、加工が両面 とも

全面に及ぶのは730と733の みである。738は 大型で厚みのある尖頭器。細身で断面三角形を呈

す。加工は両面 とも全面に及ぶ。

有舌尖頭器(739)1点 のみ出土した。出土した性格不明遺構…SX573は 旧河道SG21の 一部

と考えられ、この有舌尖頭器 も上流から流れ込んだもの と考えられる。

石箆(第107図740)

同じく1点 のみの出土である。短冊形で断面系は六角形を呈す。両側縁の表面 ・裏面 とも加

工が施 される。刃部の加工は少ない。

掻器(第108図741～743)

741は 矩形、742は 両側縁が内側 に湾 曲す る、743は 台形 を呈す掻器である。刃部および側縁

の整形 も急角度の加工による。

石匙(第108図744～ 第109図771)

主に縦長 を呈す る身部のどの部分につまみが設けられているかにより、横型 ・縦型 ・斜型の

三つに分類 した。石材 はほとんどが珪質頁岩 を利用 している。

横型(744～749)身 部の長辺につまみが付くものを横型 とした。身部は不整三角形を呈する

ものが多い。746の つまみ部分にはアスファル トの付着が認め られ る。

縦型(750～762)身 部の短辺にっまみが付くものを縦型 とした。先端部は尖 らず直線的なも

のが多い。やはり身部の形態は不整長方形が主体的である。761・762は つまみ部分にアスファ

ル トが付着する。

斜型(763～771)横 型 と縦型の中間形態 として身部の角につまみをもつものを斜型 とした。

整形加工が全周に及び形態が整 うものが主体である。763・766・768の つまみにはアスファル

トが付着する。771は つまみを二つ もつ特殊な石匙。

石錐(第110図772～ 第111図818)

分類は矢島國雄 ・前山精明による方法(矢 島 ・前山1995)に 従 った。分類名もそれに習った。

先端が摩滅するものが多いが、使用の痕跡 をとどめないものもある。またAla類 については

両先端が摩滅するものが主体的である。

Ala類(772～789)全 体の形状が棒状 をなし、両端が尖 り、円形 ・方形 ・菱形の断面形を

呈すもの。尖基嫉 ・円基嫉 との判別が困難な資料であるが、Ala類 の多くが両端 とも摩滅 し

ていることか ら石錐 として分類 した。788・789は 器体中央部に張 り出した関部を有す る。

A2類(790～792)全 体の形状が棒状をな し、錐部が一端のみに作 られ、他端は鈍角をなす

もの。器体全面に調整加工が施 されるのを原則 とす る。3点 を図示する。

B1類(793～801)明 瞭なつまみ状の頭部をもち、錐部が長 く、全面に調整加工が及ぶもの。

793～797はT字 形の精巧な石錐。799は つまみ部分が非常に小さい。800は つまみの両端が上方

に屈曲す る。801はT字 形のつまみの上方が コブ状に隆起する。

B2類(802～8(辺)明 瞭なつまみ状の頭部をもち、錐部が長いが、頭部に素材の形状をとど
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めるもの。802・803は 錐部の調整 はB1類 と同様 に精緻であるが、804は 錐部 ・頭部 とも作 り

が粗い。

C1類(805・806)調 整加工の施 された、明瞭なつまみ状の頭部をもち、錐部が著 しく短い

もの。805は 表裏両面に、806は 裏面に剥離面を大きく残す。

C2類(807)素 材剥片の形状をそのまま残 し、明瞭なつまみ状 の頭部をもち、錐部が著 し

く短いもの。縦長剥片の末端部分に調整加工を施 し錐部 としている。

D1類(808～812)錐 部が しだいに太くなり、頭部 との区分が不明瞭なもので、両面、もし

くは片面の全体が調整加工を施 され るもの。812は 尖頭器の転用品の可能性がある。

D2類(813～814・816～818)錐 部が しだいに太くなり、頭部 との区分が不明瞭なもので、

錐部の両側縁に調整加工が施 されるが、素材の形状をとどめるもの。5点 とも素材剥片の先端

部分を加工 したものである。

E類(815)棒 状あるいは長三角形の剥片の先端に微弱な調整加工を加えたもの。815は 先端

が細い剥片を利用 している。

接合資料(第112図819～826)

819+820矩 形の剥片が2点 接合する。一方向から打点を後退 しながら連続 して剥離 されてい

る。820の 末端の主要剥離面には連続する二次加工が施される。

821+822同 じく矩形の剥片が2点 接合する。2点 とも一方向か らの打点を後退 させながら連

続 して剥離 した剥片であるが、821の 背面には右方向からの剥離痕を有す る。また821に は打面

調整が施される。

823十824矩 形の剥片が2点 接合する。823は 左方向からの剥離による剥片。

825+826剥 片石核かあるいは何 らかの石器 を製作す る途上の資料である。826の 表面に残 る

大きな剥離面は素材が剥片であることを示す。求心的な剥離を行 う中で825が 剥離されたが、825

がおそらく意図した以上に大きく剥離されたために、その後の加工が施されなかったものと考

えられる。

磨製石斧(第113図827～ 第114図852)

827～829は 両側縁が平行な短冊形のものである。いずれ も刃部は弧状、上半部 を欠損 してい

る。828は わずかに敲打痕が残 る。刃部は破損後、再生されている。

830～841は 基部へ向かい幅が小 さくなる分銅形 を呈 し、断面形が扁平なものである。刃部は

いずれも弧状を呈する。また、上半部 ・下半部の欠損、刃部 ・基部の破損はいずれも使用によ

るものである。830・834は 基部欠損後、再加工、再研磨 され基部を作 り直 している。

842～845は 分銅形で中央部が厚 く断面形が楕円形を呈す ものである。843は 基部を破損後再

研磨 している。844に は整形の際の敲打痕が残る。

846は 両側縁に剥離痕を残す小型の磨製石斧、刃部は破損 している。847～852も 小型のもの。

使用による欠損、刃こぼれ も大型品と同様に認められる。

石錘(第114図853～867)

853～855は 円礫をそのまま利用 したもの。 中央部に横位 にアスファル トの付着が認めれ ら

れ、巻いた糸を固定 したものと考えられる。856～861は 円礫の上下に切 り込みを施 した切 目石

錘 と呼ばれるもの。858に はアスファル トが付着する。862は 円礫の長軸に溝をもつ有溝石錘。

刃 部 再 生

基 部 再 生
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有 溝 砥 石

溝内にアスファル トが付着する。863～865は 全面研磨による調整 を施 し長方形に整形 された有

溝石錘。断面も長方形を呈す。溝は短軸 ・長軸双方に十字形に施 される。866・867も やは り全

面研磨により整形 されるが、卵形 の形状を呈す有溝石錘。断面 も楕円形である。866は 長軸の

みに溝をもち、867は 十字形に溝をもつ。

浮子(第115図868～871)

軽石を利用 した浮子と考えられている石製品である。いずれ も分銅形を呈す。868～870は 上

部に孔が開けられている。868の 上部の凹部は本来は孔の部分で欠損 したため凹部となった可

能性がある。現状で孔として認め られるものは再利用のため穿孔 したものと考えられる。

砥石(第115図872～876)

ここで報告する砥石は有溝砥石 と呼ばれ るもので、石器や骨角器 などの研磨に広 く利用 され

たと考えられてい る。872は 自然石を利用 し、非常に細い砥面 と考えられる線状痕 を有するも

のである。873・875も 自然石素材で、表裏両面を凹石あるいは有溝砥石 として利用 したもので

ある。874は 表面に2条 の溝をもつ。形態は研磨による整形である。上面の弧状の凹部は欠損

ではなく、砥面であ り石棒などの大型磨製石器 を研磨する際に用いたものと考えられ る。876

も表面に複数の溝をもつ。

磨石(第115図877～ 第116図893)

877～884は 円形の磨石。片面あるいは両面に明瞭な擦痕がある。周縁の敲打痕は堅果類の加

工の際に生 じたものであると考 えられ る。また、881な どは周縁 に一様 に敲打痕が見 られる う

えに、整った形態を示す。磨石でも敲打による整形を施 した可能性がある。885～888は 棒状の

磨石で、断面形には円形 ・楕円形 ・長方形などがある。889は 断面長方形で稜が顕著である。

全面に明瞭な擦痕をもつ。890は 断面台形で表裏面の擦痕は顕著、側面はやは り擦痕が見 られ

るが顕著ではなく整形によるもの と考 えられる。891は 大型で扁平な磨石、裏面のみ擦痕が見

られる。892は 小型で薄型の磨石、全面 に赤色顔料が付着 している。顔料の材料を磨 り潰 した

もの と考えられる。893は 裁頭円柱形 を呈す。上面を有溝砥石 として利用 した痕跡がある。側

面に顕著な擦痕を有する。

凹石(第116図894～ 第119図925)

894～909は 両面あるいは片面に1ヵ 所以上の凹部をもち、 さらに磨石 として利用 され顕著な

擦痕を有するものである。894～901は 円形か楕円形を呈するもの。902～909は 台形や方形、不

整形を呈するものである。907の 裏面には凹部が縦に連続する。910～925は 凹部を持つが擦痕

が認められないものと顕著でないものである。やは り複数の凹部をもつ ものが主体的である。

また、凹部は縦に連続す るもの と、中央部に集中するものがある。918・919・920・921・924

には有溝砥石 として利用 した痕跡 もある。920・921・925に は擦痕も認 められるが顕著ではな

い。

石皿(第119図926～ 第121図942)

926・927は 長方形に整形 され、皿部に縁をもつ石皿の破片資料である。926の 表面は中央部

が大きく凹む。裏面もやや凹む。928は 台形で、縁 を三方にもつ石1皿、1皿部 に有溝砥石 として

利用 した痕跡がある。929も 縁をもち、中央部 となる部分が大 きく凹む。裏面には有溝砥石 と

して利用 した痕跡が認 められる。930は 下半部を欠損す るが、両側縁には縁がある楕円形の石
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」]1。裏面には凹部をもつ。931・932は 大型の三角形の石を利用 した石皿。931の 縁は一周す る

が、932の 縁の一端は開いている。皿部に大きな凹みが2ヵ 所見られる。

933～937は 明確な縁をもたず、中央部に向かいなだらかに凹む石皿である。933の 表面の中

央部は凹み周囲が高 くなるが、左下部だけはほかより低 く作 られている。937の 裏面には凹部

が、935・936の 裏面には有溝砥石 として利用 した痕跡がある。

938～942は 大型扁平な石を用いた特に凹みをもたない石1皿である。ただ し擦痕は明瞭であ

る。擦痕のほかに敲打痕をもつものも多い。940・941は 中央部がわずかに凹むものである。

線刻礫(第122図943)

磨石、凹石 として併用 されものに線刻が施 される。縦の線刻を柱に、上部の斜方向の線刻 を

屋根に見立て掘立柱建物3)を表現 した線刻 と考えられる。 掘 立 柱 建
物 を 表 現

石刀(第122図944)

一側縁が内反 りの刃 となる
。頭部 と下半部を欠損する。

石剣(第122図945)

石剣の頭部部分である。両側縁に打ち欠きが施 される。断面は凸レンズ状で両刃 となる。

石棒(第122図946)

無頭石棒で、下半部を欠損する。全面研磨調整 を受ける。

そのほかの石製品(第122図947・948)

947は 卵形で石材は不明だが暗緑灰色の光沢を持つ石材を用いた石製品である。全面研磨 に

よる調整を受ける。948は 安 山岩製で楕円形の石製品、断面は長方形を呈す。や は り全面研磨

による調整を受ける。

水晶(第122図949)

竪穴住居ST3出 土の水晶である。加工は施 されていない。

球状自然石(第122図950～959)

球状を呈する自然石であるが、調査では多 く出土 している。前掲の水晶も含め、当時 このよ

うな珍しい石を収集する行為があったとい う報告(児 玉2002)が あるため本書でも掲載 した。

一部には擦痕を有するものも見 られ るが顕著ではない
。958・959は その中でもくびれ石 と呼ば

れるものである。

棒状自然礫(第123図960～964)

立石遺構SP336・482に 見られるように特に加工を施 さない棒状 自然礫を用いる立石遺構が

ある。960～964は 擦痕や敲打痕が見 られるが、このように石棒 として利用された可能性がある

ものである。石棒としての明瞭な加工痕を持たないものであるが、このような棒状 自然礫 を石

棒の可能性があるものと指摘する論考(長 田㎜)も ある。
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VI調 査 の ま と め

県 内 初 出

これまで山形県内において、かっぱ遺跡 と同時期の遺跡の調査は少なかった。一方隣接する

地域ではまとまった調査例があ り、土器編年を始めとした研究も盛んに行われている。今回かっ

ぱ遺跡の豊富な資料を得たことで、県内でも他地域の当該期遺跡 との比較検討が十分可能 と

なった。

7棟 確認 された該期の掘立柱建物は県内では初出のものである。それぞれ柱穴は6基 で、六

角形に配 される。SB15・16・17は ほぼ同じ方角を向き3棟 並んで検出された。SB1006も 方

角は同じだが、位置は約30m離 れてお り、SG21の 対岸である。 ほかの3棟 はそれぞれ異なる

方角を向く。柱穴 より出土 した遺物は㎜ ・IV群の土器である。遺物が少ないので断定はできな

いが、堀之内2式 と加 曽利B1式 併行期、っまり後期前葉から中葉にかけて営まれたと考えら

れる。また、SB1006・1008の 柱穴がほかの掘立柱建物に比 して明 らかに規模が小 さく、建物

の規模が一通 りではないことが分かった。SB1006か らは時期の分かる遺物は出土していない

が、SB1008か らは㎜群の土器が出土 し、ほかの規模の大きい掘立柱建物ではIV群 の土器が出

土することか ら、時期的な差 とも考えられ るが、なお遺物が少ないので検討を要す る。あるい

は建物の性格の違いが現れている可能性 もある。

竪穴住居では遺存状態 の良好なST3・4が 検出された。2基 ともV群 の土器 を多 く出土

し、時期は加曽利B2式 併行期 と考えて良いだろ う。またST7で もV群 の土器32が 床面から

出土 してお り、やは りST3・4と 同時期 と考えられる。ほかの住居では遺物の出土に恵まれ

ず時期を判断するに至らなかった。

ほかにも壁柱穴のみ検出された竪穴住居が多数存在する。その範囲は、埋没 したSG21を 含

めて遺跡の中央一帯に広がる。掘立柱建物 と重複す るもの も見られるが、ST3・4・7は 時

期的に混在 しないであろう。 しか しこれ ら以外の竪穴住居にっいては、時期的な判断ができな

いので、掘立柱建物 と共時に存在 した可能性 も考えられる。

土坑は貯蔵穴 と考 えられる円形のものは調査区全域か ら数多く検出されたが、墓墳 と考えら

れる土坑は検出されなかった。調査区外、特に南側の削平を受 けて調査の対象 とならなかった

範囲に存在 したのだろうか。それ とも該期の村山市川 口遺跡(阿 部1990)で 検出された"石 組

墓墳"に 類する土坑が本来存在 した とすれば、削平のため失われていたとも推定 される。遺跡

内か らは人頭大の石が凹石 ・石1皿として利用されたものを含め大量に出土しているが、配石遺

構として認識できたのはわずか2基 のみである。 これ らの石が遺跡内に持 ち込まれた本来の要

因の一つとして配石遺構の構築を想定す るともできるだろう。

旧河道SG21の 東岸か ら一括で出土 した中期の土・器群に相当する遺構は検出されなかった。

調査区の東側に広がることも予想 されたが、調査の対象区域 とならなかった。

本遺跡は西側の山裾か ら東側の鳥出川まで約160mと い う狭小な範囲内に形成 された集落で

あり、当然集落の形態も地形に影響を受けた と考えられるため、環状集落のような広が りはな

く、住居などは狭い範囲内に密集 ・重複 して構築 されている。
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VI調 査のまとめ

遺物では特に、縄文時代後期前葉 ・中葉 に位置付けられている堀之内1・2式 、加曽利B1・

2式 に併行する土器群が多く出土 した。本報告ではそれぞれを東北地方の土器型式 として南境

1・2式 、宝ヶ峯1・2式 と呼称4)した。分類ではH・ 皿 ・IV・V群 が対応する。

H群 の土器は出土量は少ないものの、土坑SK41か ら出土 した50～52の 良好な一括資料を得

た。従来宮戸1b式 として堀之内1式 と併行関係(後 藤1974)に あると考えられてきた土器群

である。同じく最上町で調査された楯の裏遺跡でも出土している。ただ し、楯の裏遺跡で出土

した内面に格子 目状に沈線 を施文す る深鉢は、かっぱ遺跡では出土しなかった。 内 面 に 沈 線
を 施 す 深 鉢

皿群の土・器は堀之内2式 に併行す ると指摘(後 藤1974)さ れている。東北地方北部の十腰 内

1式 の一部 と類似するもので部分的に併行関係にあるものと考えられ る。

IV群の土器は加 曽利B1式 に併行するものとして、十腰内1式 の一部、2式 の一部に類似す

るものも含めた。

V群 の土・器は加 曽利B2式 に併行す るもの として、十腰内2式b類 に類似す るものも含 め

た。出土 した土器はこのように分類 したが、これらについては共伴関係や層位的把握に不十分

な状態での分類であり、なお検討を要する。

剥片石器の石材は、珪質頁岩が多いが、そのほかに黒曜石 ・玉髄 ・鉄石英 ・流紋岩など多様

である。特に石鍛な ど小型の石器にはより加工の施 しやすい黒曜石や玉髄が多く利用 されてい

る。珪質頁岩 が豊富な地域にあってもこのよ うに選択的に石材が利用 された様子が うかがえ

る。また、磨石などの礫石器 もコンテナで約100箱 と大量に出土 している。従来あま り指摘 さ

れなかったが、縁のない平らな石1皿と断面形が丸くならない、平 らな面をもつ板状や棒状 をな

す磨石も多 く出土 してお り、縄文時代の石器組成 に新たに加 える必要があろ う。

調査例の少なさか ら、その研究の遅滞が指摘 される山形県の縄文時代後期であったが、今回

の調査により、豊富な資料 を提供す ることができた。最後に、当地域の数少ない調査事例 と比

較 してのことだが、遺構の性格・規模 ・数量、遺物の数量・種類の豊富 さな どか ら、かっぱ遺跡

を向町盆地での拠点的な集落として位置付けたい。

註

1)掘 立柱建物の上部構造につ いては諸説 あ り、果 た して棟持柱 の名称が適 当か否か疑 問が残るが、本報告では便宜上、妻側に

張 り出す2本 の柱 を 「棟持柱」 と呼称す る。

2)こ れ ら南境1式 お よび2式 、宝ヶ峯1式 お よび2式 の型式名は小林圭一氏が提 唱 した ものである。以下の文献による。『第14

回縄文セ ミナー後期後半の再検討 一記録集 一』縄文セ ミナーの会2001年143頁 。 この中で小林氏は南境式 については保

留 としているが、最近や は り堀之内1・2式 に対応 させ、南境1・2式 として型式 を設定すべ きとの指摘 を受けた。

3)武 藤康弘氏の指摘 による。

4)註2参 照。
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皿群 深 鉢 旧河 道SG21
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IV群 深 鉢 旧河 道SG21
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N群 鉢(277・279・2a)),浅 鉢(282～289)旧 河 道SG21
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N群 浅 鉢(290),壺(292・295・297・299～301),片 口 土 器(3CX3),注 口 土 器(305・306)旧 河 道SG21
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VI群 深 鉢 旧河 道SG21
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vr群 深 鉢 旧河 道SG21
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vr群 深 鉢 旧河 道SG21
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vr群 深 鉢 旧河 道SG21
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vr群 深 鉢 旧河 道SG21
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皿 群 深 鉢(427・434),壺(424～426)旧 河 道SG21
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VII群 深 鉢 ・鉢(438)旧 河 道SG21
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皿 群 深 鉢(439),V皿 群 ミニ チ ュ ア 土 器(441～445),異 形 土 器(446・447)旧 河 道SG21
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皿 群 深 鉢(460・461),壺(462・463),N群 深 鉢(471・482)遺 物 包 含 層
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N群 深鉢 遺物包含層
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IV群 深鉢 遺物包含層
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N群 深鉢 ・浅 鉢(488)遺 物包 含層
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V群 深鉢 遺物包含層
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ふりがな

所収遺跡名

ふ りがな

所 在 地

コ ー ド

北 緯 東 経 調査期間
調査面積

(㎡)
調査原因

市町村

「

遺跡番号

い せ き

かっぱ遺跡

やまがたけん

山形県
もがみくん

最上郡
もがみまち

最上町
おおあざとみざわ

大字富沢
あざかっぱ

字合羽

6209 923

38度

44分

55秒

140度

32分

57秒

20000508

～

20000823

6,㎜

中山間地

域総合整

備事業

(立小路

地区)

種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

集落跡

縄文時代

(中期 ・後期)

竪穴住居

掘立柱建物

配石遺構

土坑

柱穴

旧河道

縄文土器

土製品

石器

石製品

縄文時代後期の掘

立柱建物 は県内初

の出土。

(総出土箱数:467)





山形県埋蔵文化財センター調査報告書第114集

かっぱ遺跡発掘調査報告書

2003年3E28日 発 行

発 行 財 団法 人 山形 県 埋 蔵 文 化財 セ ン ター

〒999-3161山 形 県 上 山 市弁 天 二 丁 目15番1号

電言舌023-672-5301

印刷 大場 印刷 株 式 会社

〒990-2251山 形 県 山形 市立 谷 川 二 丁 目485-2

電言舌023-686-6155





 ２００３年３月２８日発行�

�

１１４�


	C-114_かっぱ遺跡発掘調査報告書
	1/296
	2/296
	3/296
	4/296
	5/296
	6/296
	7/296
	8/296
	9/296
	10/296
	11/296
	12/296
	13/296
	14/296
	15/296
	16/296
	17/296
	18/296
	19/296
	20/296
	21/296
	22/296
	23/296
	24/296
	25/296
	26/296
	27/296
	28/296
	29/296
	30/296
	31/296
	32/296
	33/296
	34/296
	35/296
	36/296
	37/296
	38/296
	39/296
	40/296
	41/296
	42/296
	43/296
	44/296
	45/296
	46/296
	47/296
	48/296
	49/296
	50/296
	51/296
	52/296
	53/296
	54/296
	55/296
	56/296
	57/296
	58/296
	59/296
	60/296
	61/296
	62/296
	63/296
	64/296
	65/296
	66/296
	67/296
	68/296
	69/296
	70/296
	71/296
	72/296
	73/296
	74/296
	75/296
	76/296
	77/296
	78/296
	79/296
	80/296
	81/296
	82/296
	83/296
	84/296
	85/296
	86/296
	87/296
	88/296
	89/296
	90/296
	91/296
	92/296
	93/296
	94/296
	95/296
	96/296
	97/296
	98/296
	99/296
	100/296
	101/296
	102/296
	103/296
	104/296
	105/296
	106/296
	107/296
	108/296
	109/296
	110/296
	111/296
	112/296
	113/296
	114/296
	115/296
	116/296
	117/296
	118/296
	119/296
	120/296
	121/296
	122/296
	123/296
	124/296
	125/296
	126/296
	127/296
	128/296
	129/296
	130/296
	131/296
	132/296
	133/296
	134/296
	135/296
	136/296
	137/296
	138/296
	139/296
	140/296
	141/296
	142/296
	143/296
	144/296
	145/296
	146/296
	147/296
	148/296
	149/296
	150/296
	151/296
	152/296
	153/296
	154/296
	155/296
	156/296
	157/296
	158/296
	159/296
	160/296
	161/296
	162/296
	163/296
	164/296
	165/296
	166/296
	167/296
	168/296
	169/296
	170/296
	171/296
	172/296
	173/296
	174/296
	175/296
	176/296
	177/296
	178/296
	179/296
	180/296
	181/296
	182/296
	183/296
	184/296
	185/296
	186/296
	187/296
	188/296
	189/296
	190/296
	191/296
	192/296
	193/296
	194/296
	195/296
	196/296
	197/296
	198/296
	199/296
	200/296
	201/296
	202/296
	203/296
	204/296
	205/296
	206/296
	207/296
	208/296
	209/296
	210/296
	211/296
	212/296
	213/296
	214/296
	215/296
	216/296
	217/296
	218/296
	219/296
	220/296
	221/296
	222/296
	223/296
	224/296
	225/296
	226/296
	227/296
	228/296
	229/296
	230/296
	231/296
	232/296
	233/296
	234/296
	235/296
	236/296
	237/296
	238/296
	239/296
	240/296
	241/296
	242/296
	243/296
	244/296
	245/296
	246/296
	247/296
	248/296
	249/296
	250/296
	251/296
	252/296
	253/296
	254/296
	255/296
	256/296
	257/296
	258/296
	259/296
	260/296
	261/296
	262/296
	263/296
	264/296
	265/296
	266/296
	267/296
	268/296
	269/296
	270/296
	271/296
	272/296
	273/296
	274/296
	275/296
	276/296
	277/296
	278/296
	279/296
	280/296
	281/296
	282/296
	283/296
	284/296
	285/296
	286/296
	287/296
	288/296
	289/296
	290/296
	291/296
	292/296
	293/296
	294/296
	295/296
	296/296

	付図
	1/2
	2/2


